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       午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和４年第３回美幌町議会定例会第１３

日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１０番古館繁夫さん、１１

番上杉晃央さんを指名します。 

─────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については省略させていただきま

す。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 なお、髙木監査委員、所用のため本日欠

席の旨、届出がありました。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 議案第１６号から 

      議案第２９号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 議案第

１６号オホーツク町村公平委員会規約の変

更についてから議案第２９号令和４年度美

幌町病院事業会計予算についてまでの１４

件を議題といたします。 

 議案第１６号オホーツク町村公平委員会

規約の変更について、質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第１６号の質疑を終わりま

す。 

 議案第１７号美幌みどりの村条例の一部

を改正する条例制定について、質疑を許し

ます。 

 １２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） 今回、長期間使

う場合とか期間内に使わない場合を含めて

新しく建物を改修すると思います。全体の

利用計画の中で、この建物と駐車場が変わ

るということで、みどりの村について振興

公社が委託を受けていますけれども、この

建物はみどりの村振興公社とは完全に別件

の建物と位置づけるのかどうかだけを聞き

たいです。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） ただいまの御質

問は休憩施設のことだと思いますが、休憩

施設につきましては、今回は、みどりの村

条例から除きまして、振興公社のみどりの

村の施設としてではなくて、普通財産にな

りますので、これからはあくまでも普通財

産として活用していく形になりますので、

御理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 これで、議案第１７号の質疑を終わりま

す。 

 議案第１８号美幌町奨学金条例の一部を

改正する条例制定について、質疑を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第１８号の質疑を終わりま
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す。 

 議案第１９号指定管理者の指定につい

て、質疑を許します。 

 １２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） 今回、指定管理

の関係が出てきて、一括の質問になると思

うのですけれども、今の世界情勢の中で、

石油の関係とか、インフレの関係とか、物

の需要の関係の相場が今後変わってくるの

ではないかということが懸念されている中

で、指定管理について、そういうやむを得

ないことが起きた場合はきちんと協議する

という形の契約になるのか、その辺の確認

を取りたいです。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 申し訳ござい

ません。ただいま、契約書自体を持ってき

ておりませんので、そこまでの確認はでき

ませんけれども、情勢の変化については、

それぞれ指定管理者と協議して取り進めて

まいりたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 峠の湯のときも

そうですけれども、灯油とか資材の高騰が

出てくる可能性があった場合に、現在の契

約というより、今後の契約の中でその条項

をしっかり明記したとしても、上限がどう

なのかということは分からないですが、そ

こは契約の中でしっかり起こすということ

でよろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） 指定管理契約書

の中に、やむを得ない事情や想定できない

ような事情につきましては協議して対応す

るという形の条文が入っておりますので、

それに基づきまして対応してまいりたいと

考えております。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、議案第１

９号の質疑を終わります。 

 議案第２０号指定管理者の指定につい

て、質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第２０号の質疑を終わりま

す。 

 議案第２１号指定管理者の指定につい

て、質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、議案第２１号の質疑を終わりま

す。 

 説明員入替えのため、暫時休憩します。 

 再開は、１０時１２分といたします。 

午前１０時 ８分 休憩 

─────────────────── 

午前１０時１２分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 議案第２２号令和４年度美幌町一般会計

予算について、質疑を許します。 

 担当部局ごと、事項別明細書の款及び項

ごとに進めたいと思います。 

 なお、予算書の第２表、債務負担行為及

び第３表、地方債に対し質疑する場合は、

それに対応する事項別明細書の項の中で質

疑をお願いいたします。 

 まず、歳出から、１款議会費、７８ペー

ジから７９ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、１款議会費を終わります。 

 次に、２款総務費の質疑を行います。 

 なお、５項統計調査費のうち、２目地籍

調査費は８款土木費の前のところで質疑を

行います。 
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 １項総務管理費、８０ページから１０１

ページまでの質疑を許します。 

 １３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君） ８５ページ、広

報広聴費、広報作成業務委託料８９９万８,

０００円について、積算内訳と内容をお伺

いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 広報作成業務委託料の積算内訳と内容で

ございますが、大きく編集業務と印刷製本

の二つに業務が分かれております。 

 編集業務は、広報に掲載を希望する部署

等から提出される広報原稿データを町で確

認、割りつけを行った後、レイアウトを業

務委託するものでございます。予算額の積

算は、広報編集業務３５６ページに対し

て、見積りを参考に１８６万１,０００円と

したものでございます。 

 印刷製本は、作成された版下データを印

刷製本して、広報の配布日の前日までに納

品するものでございます。予算の額の積算

は、毎月の印刷部数を８,９００部と見込

み、広報を発行するページ構成を、３ペー

ジカラーを含む３０ページ構成を年１回、

白黒の２８ページ構成を年４回、３０ペー

ジ構成を年５回、３２ページ構成を年２回

として、見積りを参考に７１３万６,９１０

円と積算したものでございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今の説明で、編

集業務と印刷製本に分かれてやっていると

いうことでありますけれども、１点だけお

伺いします。 

 現在の体制になって、広報については非

常に分かりやすくて読みやすいなと思いま

すけれども、講読してもらうのがなかなか

町民の間に広がっていないと私は聞いてお

ります。そんな中で、編集に当たって、町

民の意見を取り入れるような、町民参加型

の広報編集について検討できないか、伺い

ます。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 広報の

作成に町民の声をという御質問でございま

す。 

 広報の作成につきましては、それぞれ担

当する部署が原稿を作成しております。

今、議員がおっしゃったことも一つのアイ

デアだと思いますので、参考にさせていた

だきたいと思いますが、本年度、予算をお

認めいただいた際には、日本広報協会に相

談し、講師を派遣していただきまして、伝

わる文章術という職員研修を予定しており

ます。その研修を通して、広報やホームペ

ージなどにおける伝わる文章のスキルアッ

プを行って、意識向上に努めたいと考えて

おりますので、御理解をよろしくお願いし

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 私も、同じく８

５ページのホームページ管理委託料につい

てお伺いいたします。 

 ホームページの更新方法及び更新頻度に

ついて、お伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 ホームページの更新方法でございます

が、ホームページは、それぞれの部局が作

成し、記事の更新作業を行った上、ホーム

ページを所管している部署が内容を確認し

て、アップロードを行っております。 

 更新の頻度につきましては、本町では、

掲載記事の作成と掲載処理を委託等ではな

く自前で行っておりますので、特に期間を

定めないで、随時、更新を行うこととして

おります。 

 今後も引き続き、町民、その他の方々に
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対して必要な情報を適宜提供できるように

取り組んでまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 答弁の内容はよ

く分かりました。 

 ただ、町民生活に関わる部分、特に公営

住宅のことなど、今、ホームページで町か

らいろいろな情報が流れているようですけ

れども、具体性に欠けているものがあるの

ではないかと感じておりますので、更新す

る方法、更新の内容について再度検討して

いただきたいと思います。 

 それから、この間、町外の人から連絡を

いただいたのですけれども、具体的なまち

の様子というのがなかなか分かりづらいと

いうことでありました。まちのＰＲも含め

て更新できないかということをお伺いいた

します。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） ただい

まいただきました御意見等を参考にさせて

いただきながら、先ほど御説明いたしまし

た今年の研修をやる中で、今のお話なども

意識しながら、スキルアップや情報提供の

レベルアップに努めてまいりたいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 理解いたしまし

た。 

 ただ、写真の掲載が結構あるのですけれ

ども、古いものを載せている場合もありま

す。やはり、写真も新しいものにしたほう

がいいのではないかと思いますので、そこ

ら辺のことも研修の中で綿密な打合せをお

願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） ８７ページ、財

産管理費、旧ゆうあいセンター解体除却工

事実施設計委託料８３３万８,０００円の内

容について具体的に説明をお願いしたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 馬場議員の御

質問に御答弁申し上げます。 

 委託の内容についてでございますが、旧

ゆうあいセンターは、北海道から譲渡を受

けた際の図面等が存在しない状況であるこ

とから、解体に向けては実施設計を行う必

要があり、解体除却工事の発注に当たり必

要である各資材等の数量や図面の作成、ア

スベスト・ダイオキシン含有量の調査等を

委託するものであります。 

 実施に当たっては、令和３年度から令和

７年度までの事業期間で創設された空き家

対策総合支援事業の活用を予定しており、

本業務に係る補助金として、３３３万５,０

００円を見込んでいるところであります。 

 委託料の積算につきましては、国土交通

省の積算基準及びアスベスト含有調査に係

る専門業者からの見積りにより、技術者、

有資格者の現地確認、アスベスト・ダイオ

キシンの採取分析及び設計協議等に係る経

費を積算しており、成果品としては、設計

図、仕上げ材等の数量調書、内訳書、各種

計算書、電子データを提出いただく内容と

なっております。 

 なお、実施設計に基づき、令和５年度に

解体除却工事を実施する予定であります。 

 以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今の御答弁の中

で、北海道から譲渡を受けた際の図面等が

存在しないということがあったのですけれ

ども、例えば、しつこいようですが、美幌

町にそういうものがなくても北海道には残

っていなかったのか、その確認をしたのか

どうか、お願いいたします。 
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○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 御質問にお答

えいたします。 

 旧ゆうあいセンターということで、各施

設が移転をする際に、北海道にもそういっ

た図面等がないかどうかを確認しまして、

存在しないという回答をいただいていると

ころでございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 私が質疑した理

由は、後ほど髙橋議員からもありますけれ

ども、実施設計委託料８３３万８,０００円

は、国の補助の一部が入っているにもかか

わらずということは分かるのですが、なぜ

実施設計しないと解体できないのかが分か

らないからです。再度、ここについて分か

りやすく説明をお願いしたいと思います。 

 例えば、民間でしたら、解体するのにわ

ざわざ実施設計なんてかけないと思うので

す。公共事業の基準にもありますけれど

も、なぜ実施設計をかけないと解体できな

いのか、再度、説明をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 御質問にお答

えいたします。 

 今回の旧ゆうあいセンターの解体につい

ては、工事を発注するに当たって、資材の

数量、内外装仕上げのほか、アスベスト含

有量の有無が不明な状況では、設計は極め

て困難な状況ということを確認しておりま

す。 

 適切な予定価格の積算と発注方法にする

ため、また、アスベストにつきましては法

に基づく適切な処理が求められているとこ

ろであり、作業の安全性を確保するために

も必要な実施設計と考えておりますので、

御理解いただきますよう、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 馬場議員に続い

て、同じ項目ですけれども、答弁で大体分

かりました。 

 私も、馬場議員と同じく、この金額は８

００万円と少ない金額ではないですが、な

ぜそこまで必要なのか、それぐらいしない

と解体の入札に持っていけないのかという

ことも分かりません。ただ、今後、こうい

う施設が出てくるわけですけれども、それ

に対してもこういう計画で取り進めていく

のでしょうか。 

 解体についても、一昔前のユンボでどん

と壊すような荒っぽい作業から、今は分別

ということで非常に価格がかさんでいる状

況で解体を進めるということは、財政的に

もかなり負担がかかるのではないかと感じ

ております。 

 これは、公共だけではなく、民間でも同

じことですけれども、今後、この経費の削

減に向けて、研究、模索をしていかなけれ

ばいけないと思いますが、そういうことが

できるのか、１点伺います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 御答弁を申し

上げます。 

 確かに、今回、解体だけの設計委託をか

けるというのは、私は個人的にも高額だな

という受け止めもあります。ただ一方で、

先ほど課長が答弁したとおり、アスベスト

の含有が疑われる施設でありますので、解

体に当たって、それに従事される作業員の

皆さんによもや健康被害があってはいけな

いということは当然ですので、そういった

部分で、今回、設計委託をかけるというこ

とになってございます。 

 議員から御指摘があったとおり、今後

も、様々な施設で老朽化に伴い解体をする

場面もあろうかと思いますが、まずは、当

時の図面がしっかりあれば改めて設計をす

る必要はございませんので、図面をしっか

り備えていくということが１点でありま

す。 
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 ただ、古い建物でありますので、当時の

図面がない場合は、やはり、こういった設

計委託をかけざるを得ないということもご

ざいますので、その辺については御理解を

いただきたいと思います。 

 さらに、今後も、公共施設を順次、年次

的に、未利用の施設につきましては解体除

却を考えてございますが、先ほど課長から

話したとおり、国土交通省の補助金制度が

今現在はございます。こういった制度を活

用しながら取り組んでいくわけですが、公

共施設が更新時期を迎えるという全国共通

の課題がありますので、どうか国の補助制

度が引き続き制度化されるように、国に対

しても様々な場面で要望等も行っていきた

いと考えてございます。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） ８７ページの財

産管理費の電気自動車の購入の電源確保を

どうするのかということと、今後の増産の

考え方について、お尋ねしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 上杉議員の御

質問に御答弁いたします。 

 電気自動車に係る電源の確保についてで

ございますが、庁舎南側の公用車車庫内に

２００ボルトコンセントを配備し、車両に

附属の充電ケーブルにより充電を行うもの

であります。 

 なお、バッテリー残量５０％の場合、約

１０時間の充電が必要となりますが、夜間

の充電を午後６時から翌朝８時まで約１４

時間実施することにより、翌日の走行に備

えることが可能と考えております。 

 次に、今後の増産の考えについてでござ

いますが、地方公共団体における温室効果

ガスの排出削減を推進する目的として定め

ている美幌町地域温暖化防止実行計画事務

事業編を令和４年度に改定する予定である

ことから、あわせて、取組の一つである電

気自動車の整備台数についても検討してま

いりたいと考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 以上、御答弁申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） ８９ページの企

画費であります。政策推進事業の北見工大

包括連携協定に基づく経費４４万３,０００

円ですが、この協定により指導助言を受け

る分野、あるいは、講師の派遣の回数等に

ついて、御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁申し上げます。 

 北見工業大学との協定につきましては、

昨年１２月１４日に締結させていただきま

した。協定に向けましては、昨年の夏か

ら、北見工大と協定に向けて様々な協議を

させていただいたところであります。 

 今回の協定の目的でございますが、美幌

町におきましては、地域活性化や地域の課

題に適切に対応していきたいということ

と、北見工大におきましては、地域社会の

発展に寄与していきたいということでござ

います。 

 この協定によってそれぞれ期待する効果

でございますが、本町といたしましては、

北見工業大学が持つ知的資源や人材を生か

して、今後、様々な地域課題が想定されま

すが、その中で専門的知識やアイデアを御

提供いただくということと、美幌町の知恵

袋として、まちづくりに一層の推進が図ら

れることを期待しております。また、北見

工業大学におきましては、地域に根づい

て、その地域で広域に活動する大学とし

て、教育、研究、社会貢献活動の向上が強

化されることを期待されております。 

 連携の内容につきましては、次の別紙資

料で御説明いたします。 
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 協定を締結する際の概要を記載させてい

ただいたものでございます。 

 協定締結の中での取組につきましては、

中段から下の青いところに記載しておりま

すが、地域づくり・まちづくりの推進に関

する事項をはじめ、四つの推進する事項を

定め、また、それぞれ想定される美幌町と

の連携事業について記載させていただいて

おります。 

 この内容について、新年度においては、

例えば、まちづくり、中心市街地活性化に

おける予算を計上させていただいたところ

でございます。 

 資料をお戻りいただきまして、指導助言

を受ける分野、講師派遣回数でございま

す。 

 令和４年度におきましては、様々な事業

分野で協議がされていくと思いますが、特

に市街地の活性化や観光振興を重点的に取

り組んでいこうということで、講演会では

３回、研究活動では１２回の講師派遣を想

定しております。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 内容は分かりま

した。 

 ここにもありますように、大学が持って

いる知的資源、人材をまちづくりに有効に

活用するということで、こういう協定に取

り組むことは、まちづくりに本当に大きく

寄与するものと思います。 

 ところで、この協定は、無期限なのか、

有期限なのか、その辺のことについてお尋

ねいたしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） 本協定は、年

度の途中で締結させていただきました。ま

ずは、令和４年３月末までの期間としてい

ますが、その後、ほかの協定と同様に１年

ごとに更新していくということで考えてご

ざいます。 

 以上、御説明しましたので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 同じ内容ですが、

３点質問させていただきます。 

 まず、協定は令和４年３月までで１年ご

とということですが、例えば、協定期間の

途中に見直しの必要が生じた場合、どうい

うふうに対処するのかということが１点目

です。２点目は、北見工大の人材を生かす

ということなのですけれども、それには学

生も含まれているのか、あるいは、教授と

か准教授だけを対象にしているのかという

ことです。３点目は、今年度は市街地の活

性化と観光振興について助言をいただくと

いう話だったのですが、具体的に市街地の

活性化と観光振興で何を期待している助言

なのか、その内容が見えてこないので、そ

の辺を説明していただければと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問にお答えいたします。 

 １点目の協定等の内容でございますが、

まず、今回の協定を結ぶに当たりまして、

相当数、北見工大と協定に向けて今できる

ことを考えて結ばせていただきましたが、

今後、時代の変化に応じて新たな内容が出

た場合については、双方で協議の上、協定

方法の変更は可能かと考えております。た

だ、協定の内容をしっかり検討しましたの

で、当面はこの内容に沿って進めさせてい

ただきたいと考えております。 

 ２点目の人材についての御質問でござい

ます。 

 基本的には教授等の方たちだと思います

が、教授の下にゼミ生と呼ばれる学生さん

等がいらっしゃると思います。基本的には

教授の方だと理解しておりますが、時には

専門に研究している生徒さんも関わる可能

性はあるかもしれません。 
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 また、協定の中には、大きく言うと人材

の交流ということで、工大の方にインター

ンシップに来ていただいたり、本町の職員

が講義に行ったりということも想定してい

ますので、人材的な交流も深めていきたい

と考えております。 

 ３点目の具体的なまちづくりに関しての

協議につきましては、現在、定期的に工大

と連携に向けての協議を進めさせていただ

いております。根本的にこれだというもの

はまだ現時点では決まっていないのです

が、基本的なまちづくりに関する大きな二

つの課題に向けて現在協議中でございます

ので、具体的な内容についてはその中で進

めていきたいと考えています。 

 特に、取り進めについては、町に関わる

様々な分野の方たちの中でどう進めていく

か、年度内はその内容について協議してお

りますので、御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 人材と協定の見直

しについては理解いたしました。 

 ３点目の何を期待しているかという話で

すけれども、工業大学ということで、そこ

に市街地の活性化と観光振興ということが

あったものですから、大学の専門性とあま

り関係ないことを期待しているのかと思っ

たのですが、そうではなくて、今後、細部

の内容は協議するということで、市街地活

性化と観光振興にも精通した教授がいると

いう認識でよろしいのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 今、御指摘が

ございました北見工業大学は、確かに工業

系の大学でございますが、御承知のとお

り、この４月に、帯広畜産大学、小樽商科

大学と国立３大学が統合して、新しい国立

大学機構が発足することになってございま

す。つきましては、農商工を組み合わせた

一つの大きな固まりになりますので、北見

工大のみならず、帯広畜産大学、あるいは

小樽商科大学の助言、アドバイスも十分に

期待できる環境になりますので、御理解を

いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 同じく８９ペー

ジの企画費のふるさと寄附金プロモーショ

ン推進事業４２３万９,０００円ですが、プ

ロモーション業務委託内容と返礼品の企画

講座講師報償費の内容について御説明いた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁いたします。 

 ふるさと寄附金プロモーション推進事業

につきましては、令和２年度に整備しまし

たふるさと納税の特設サイトに、さらなる

地元の特産品のＰＲ、また、寄附者獲得の

ために実施する事業でございます。 

 返礼品や返礼品活用方法の内容充実を図

るとともに、この特設サイトへの誘導を図

ることによりまして、地元の特産品をより

全国に広くプロモーションするものでござ

います。 

 推進を図る事業は、次の三つの事業を展

開してまいります。 

 １点目は、返礼品の充実を図るための新

たな返礼品開発につなげる事業でございま

す。 

 これは何かと申しますと、地域の特産品

の開発に向けては、地元の事業者を対象と

しまして、開発にたけた講師やふるさと納

税のポータルサイトの担当者を招きまし

て、美幌商工会議所青年部に協力いただい

た中で講座を開催してまいります。 

 この講座は、本町にある地域資源を活用

した新たな返礼品の企画、開発、また、講

座を開催している状況を特設サイトの中で

情報発信していきたいと考えております。 

 講師の報償費につきましては、食をテー

マにした返礼品の開発に向けまして、今
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回、北海道の食のサポーターをされている

方を講師として招きまして、その経費を計

上しております。 

 講座は、年５回を予定してございます。 

 ２点目は、ふるさと納税返礼品の魅力発

信のための返礼品活用方法の充実を図る事

業でございます。 

 今般、食のイベントを令和３年度に実施

しましたが、その際に関わった一流の料理

人、また、地元の飲食店の方々に返礼品を

活用した料理レシピを開発していただこう

という事業でございます。また、開発して

いる模様につきましても、特設サイトで情

報発信してまいります。 

 開発したレシピにつきましては、美幌町

の特産品を買うことによって、こういう使

い方があるというようにレシピの幅を広げ

て、寄附者の方に返礼品に魅力を感じてい

ただいて、それを募集していただきたいと

いう思いから出た事業でございます。 

 ３点目は、返礼品の紹介やふるさと納税

特設サイトへ誘導するための情報発信事業

でございます。 

 今回、美幌峠の道の駅、ぐるっとパノラ

マ美幌峠のレストハウスを改修しておりま

すが、その１階にふるさと納税の特設コー

ナーを設置し、返礼品の展示、また、特設

サイトの紹介など、広くプロモーションし

ていきたいという事業でございます。 

 このコーナーに設置するものとしまして

は、タッチパネル式のデジタルサイネー

ジ、これによって返礼品や特設サイトを見

ます。また、デジタルサイネージとして、

生産者の方々の動画を放映いたします。ま

た、返礼品を具体的に展示、紹介するディ

スプレーの棚、また、ポップ等によって広

くＰＲしてまいります。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 今年度の決算見

込みで１億９,０００万円近い寄附金が集ま

るということで、この間、町がいろいろな

形で情報発信の努力をされて、成果に結び

ついていますので、こういう取組は非常に

大事なのだと思います。 

 そこで、今説明を受けた中の①で、特産

品開発にたけた講師とはどんな人なのかと

いうことと、食のサポーターを講師として

招くと書いてあるのですが、これは個人な

のか、どこかの企業に所属している人なの

か、そういった点を説明いただきたいと思

います。また、②のところで、レシピ本を

作成して寄附者や町内の飲食店の方に配布

するということですが、計画ではレシピ本

は何部ぐらい作成予定なのか、その辺を御

説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問は、食のサポーター等の講師の方の御

質問だと思いますが、今回の選定に当たっ

ては、今年１月２２日に予定していました

美幌町の魅力再発見によって関わっていた

だいた方を講師に招きたいと考えておりま

す。 

 この方は、拓殖大学の非常勤講師で、北

海道の食のサポーターをされている方で、

飲食業等に非常に精通した方と理解して、

この方が一番適任ではないかと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 また、２点目のレシピ本ですが、５００

部作成する予定でございます。 

 この５００部につきましては、町内の飲

食店のほか、寄附者に、実際にそのレシピ

をどう使っていただくかを含めて広くＰＲ

していきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 同じく８９ページ

の政策推進事業のうち、企業版ふるさと納

税事業１９０万２,０００円につきまして、

事業の内容と積算根拠について御説明願い
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ます。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁いたします。 

 企業版ふるさと納税制度につきまして

は、本町が作成しております美幌町まち・

ひと・しごと創生総合戦略に沿って実施す

る事業につきまして広く募集をかけて、そ

の施策に基づいて、企業から寄附を募る制

度でございます。今回初めてですが、この

制度を活用して広く企業の支援に取り組ん

でいきたいということでございます。 

 寄附を具体的に募る事業でございます

が、屈斜路湖のカルデラ外輪山トレイル整

備事業を予定してございます。 

 今回の予算計上は、企業版ふるさと納税

のポータルサイトの活用に伴う経費及び積

立金を計上してございます。 

 予算の内訳ですが、受付の募集の業務委

託料として２２万円です。この内容です

が、寄附を募る地方自治体と事業者をマッ

チングするサイトというのは、ＪＴＢが運

営する企業版ふるさと納税ポータルサイト

ふるさとコネクトというものがございま

す。このふるさとコネクトへ業務委託し

て、広く全国から企業を募って、その成功

報酬として寄附金額の１０％プラス税とい

うことですので、今回は寄附金額２００万

円を目指して募集していきたいということ

でございます。 

 また、積立金としましては、今年度、令

和４年度で、先ほど説明したトレイル事業

に３１万８,０００円を使用する予定でござ

いますが、２００万円が集まりましたら、

その中で積立てをして、令和５年度のカル

デラの事業に積んでいきたいということで

ございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） ２点質問させてい

ただきたいと思いますが、まず、これは返

礼品がないと思うのですが、あるのかない

のかということが１点です。２点目としま

しては、近隣の市町で企業版ふるさと納税

サイトを取り入れている自治体があるの

か、あるとすれば、年間どのぐらい集まっ

たのかなということがもし分かれば教えて

いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） １点目の返礼

品につきましてはもちろんございません

が、企業としては、令和２年度に国が大幅

に税制改正をしましたので、企業的には、

寄附の９割辺り、いろいろな損金算入とか

でメリットが相当あるかと思います。 

 企業については、いろいろと関わる自治

体への寄附が企業イメージのアップにつな

がります。例えば、ＳＤＧｓによって森林

に取り組んでいるところに寄附します、こ

ういうすばらしい活動に寄附していますと

いう企業ＰＲがメリットだと考えておりま

す。 

 また、２点目の御質問ですが、近隣の市

町村は、オホーツク管内ではまだ実施した

ところはございません。ですから、管内で

初めての取組だと思いますが、これをきっ

かけに、美幌町には様々な地方創生の事業

がありますので、確認していきたいと思い

ます。ただ、道内には、数点、実施してい

る事業はございます。 

 以上、御説明しましたので、よろしくお

願いします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 同じく企画費のふ

るさと寄附金募集受付業務委託料７,９５９

万５,０００円、これに対しての委託内訳及

び委託料積算内容についてお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁いたします。 

 ふるさと寄附金の募集受付業務につきま
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しては、現在、ふるさとチョイスをはじ

め、６社のポータルサイトと契約を結んで

ございます。今回、返礼品や受発注に関わ

る必要経費を計上させていただいたもので

ございます。 

 寄附金額の収入の想定は、令和４年度は

１億５,０００万円を目指して計上してござ

います。 

 ①から⑥にそれぞれのポータルサイトの

金額と算定根拠を記載しておりますが、さ

とふるにつきましては２,６６０万円、寄附

想定は５,０００万円を見込んでいます。ふ

るさとチョイスにつきましては２,２１９万

８００円、４,０００万円の寄附金額を目指

しています。楽天ふるさと納税は２,０００

万４,０００円、寄附想定は４,０００万円

を目標にしています。ふるなびが５５４万

円、寄附想定が１,０００万円、三越伊勢丹

ふるさと納税が２６０万円、寄附想定が５

００万円、ＡＮＡのふるさと納税が２６６

万円、寄附想定が５００万円でございま

す。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 今の説明で分かり

ましたが、一つ、僕はふるさと納税をした

ことがないのですけれども、約５５％が返

礼品になって、約４５％がふるさと納税の

実入金という話ですが、今の委託先の６か

所からさらに増やす予定があるのか、ま

た、ホームページなどを見て、直接ふるさ

と寄附をしたいという事例があるのか、も

しくは、そういうことは手続的に無理とい

うことであれば、その辺の内容も教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） 令和４年度

は、この六つのサイトでさせていただきた

いと考えております。ポータルサイトと呼

ばれるものは、現在、確認できるだけで二

十数社ございますが、本町は６社で実施さ

せていただいておりますので、今年度につ

いてはこの６社で考えております。 

 令和３年度中にＡＮＡのふるさと納税を

増やしていただきましたが、このポータル

サイトについては返礼品も出していかなけ

ればいけないということですので、事業者

の方とよく相談して、増やす場合について

もいろいろ検討しながら実施してまいりま

す。 

 また、２点目のふるさと納税の仕方でご

ざいますが、インターネットでする方法

と、インターネットを使えない方もいらっ

しゃいますので、寄附のカタログを送って

直接していただく方法があり、いろいろ問

合せはございます。ただ、９割以上は、特

設サイト、また、それぞれのポータルサイ

トからインターネットで申込みをされてい

ます。 

 美幌町が持っているサイトは、それぞれ

の六つのポータルサイトに御案内する基本

的なページになっておりますので、そこか

ら、寄附される方が利用しやすいところ

に、例えば、楽天にしたい、ＡＮＡにした

いというのは寄附者が選べます。基本的

に、インターネットでされる場合と紙ベー

スでされる場合がございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） ２番目に聞きたか

ったのは、ポータルサイトを利用しない

で、直接納税することは可能なのかという

ことです。できないならできないでいいの

です。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） 現時点のホー

ムページでは、直接はできないこととなっ

ております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 
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○１１番（上杉晃央君） 同じく８９ペー

ジの企画費の移住相談等環境構築業務委託

料１億４７万１,０００円を一括委託する場

合、町の推進状況のチェック方法等につい

て御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁いたします。 

 移住相談等環境構築業務委託につきまし

ては、今回の事業効果を重視するため、競

争入札方式ではなく、プロポーザルによる

事業提案を募る形式を採用してございま

す。 

 設計、施工、運営を一括して業務委託す

る中で、推進状況のチェック方法につきま

しては、次の三つが大きな流れだというこ

とで想定しております。 

 １点目は、業務委託の仕様書による提案

内容の確認でございます。 

 プロポーザルによる募集の中で、業務委

託仕様書により改修設計をはじめとした業

務内容の確認をしていただいて、提案する

事業者は仕様書の内容を加味した上で提案

いただきますので、そのとおりになってい

るかをまず審査いたします。 

 ２点目が、業務工程書、打合せ記録簿に

よる進捗の確認でございます。 

 契約締結後、業務工程書、業務委託仕様

書については１４日以内に提出していただ

きますが、この内容が今回提案している内

容に合致しているか、または、そのとおり

進めていっているのかということは、小ま

めに確認してまいりたいと思います。 

 現時点で町が詳細を決められない事項、

例えばレンタルスペースの使用料金などに

つきましては、今後、協議の中で打合せ記

録簿としてきちんと残して、推進状況を進

行管理していきたいと考えております。 

 ３点目は、部分完了、部分検定による履

行の確認でございます。 

 施設の改修、運営を一括している業務委

託でございますので、設計が終わった段

階、また、施設改修の段階での部分検定等

を検討しておりますが、その中で業務の実

施状況を確認して、推進状況をチェックし

ておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 今の説明で方法

は分かったのですけれども、改修工事と今

後の移住相談関係の相談を充填したソフト

面の運営を一体化して外注するというの

は、私はあまり記憶にないというか、特異

な発注方法だと思うのですが、こういうケ

ースが美幌町で過去にあったのかどうか。

また、周辺にこういう方法でやっているよ

うなところがあるのか。前いただいた資料

によると、相談業務費１,２１０万円が内訳

として計上されていますが、ここには地域

おこし協力隊の活動経費２名分と募集経費

とあるのですけれども、募集そのものもプ

ロポーザルで決まった業者に全て任せて行

うのか、町はどのように関与をしていくの

か、その辺について御説明いただきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁いたします。 

 今回のような施設の整備と運営を一括す

るような事業については、多分、初めてか

なと理解しております。 

 この中で、事業を一括委託する方法を取

った理由でございますが、この施設につい

ては、テレワークという機能が１点と、移

住相談の拠点にしたいという二つの側面が

ございます。この両方の役割を考えたとき

に、それぞれの役割に対してどのような人

材がよいかということを含めて、施設の設

計自体をイメージしたところと町が考える

拠点で相違がないように、一から全て委託

したいというのが最初の思いでございま

す。 

 基本的には、移住相談をする方にテレワ



－ 257 － 

ークの施設も運営していただきますので、

片方が町で育てた地域おこし協力隊員、も

う一つがテレワークの運営をする企業とい

うことで、そこで相違がないように今回考

えたときに、企業に全部お任せしたほうが

いいということで、募集から人材の採用、

テレワーク施設の運営を一括でお願いしよ

うと。そういった事例があるのかという

と、道内に実績がございましたので、そう

いったことで企業にお願いしていこうと考

えております。 

 また、近隣では、北見市、遠軽町で一足

先にテレワークの施設を運営しております

が、これも一括して民間に委託していま

す。ただ、本町のように、その中で移住拠

点としているのは初めてのケースだと考え

ております。 

 施設の運営をする中で、二つのそれぞれ

の思いが重なってしまってはいい施設がで

きないということで、そこにたけている企

業に全部お願いしたいということでござい

ます。 

 もちろん、施設の持ち主は町でございま

すし、地域おこし協力隊を最終的に任命す

るのは町でございますので、企業との関わ

りについては、その企業に全部お任せして

いるわけではなくて、その間で町も関与し

ながら運営していきたいということでござ

います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 他でもそういう

事例があるということですけれども、今の

説明の中で、プロポーザルでやるとなった

ら、一般的にはコンサルみたいなところが

プロポーザルに参加してくると考えられる

のですが、そういうことでいいのかという

ことが一つです。 

 あとは、先ほど質問しました地域おこし

協力隊員の募集も含めて委託するとすれ

ば、採用に当たって、こういうことができ

るという条件は仕様書の中で設定するので

すが、面接、採用には町は一切関与しない

で、全て企業側に任せてやろうとしている

のか、その辺のことについて御説明いただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） 今回の施設の

運営を含めたプロポーザルに参加する企業

等については、一般的なコンサル等ではな

く、現在、全国で地方創生について様々に

取り組んでいる企業がございます。全国的

に見ても、まち、人、仕事を創生する地方

の悩みに沿って入ってくる企業がございま

すので、そういった企業を想定しておりま

す。 

 二つ目の面接、採用につきましては、先

ほど御説明しましたように、基本的に企業

が募集から採用をいたしますが、最終的な

人材の任命は町で行います。現在も、令和

３年度におきましては、観光物産協会で採

用するわけですが、その中で面接、採用に

町も関わって、最終的に任命は町が行いま

す。人材の発掘、募集についての基本的な

部分は企業でしていただきますが、最終的

な決定については、町も関わった中で判断

していきたいと考えております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 同じ項目です。上

杉議員の質問と若干重複するところがある

のですが、施設整備と運営を一括委託する

ことの優位性と地域おこし協力隊との関係

について、それから、カフェ機能がありま

すが、誰が担うのかについて御説明いただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁いたします。 

 施設整備と運営を一括委託することの優

位性でございます。 

 今回、まず、テレワーク施設を設置しよ
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うとしたのは、新型コロナウイルスの感染

拡大で地方移住への関心が高まっている

中、本町におきましては、移住特設サイト

等や移住体験住宅を整備してプロモーショ

ン活動を強化してまいりましたが、令和３

年度におきましては、コロナ禍の中でも例

年の２倍を超える移住相談があるなど、

今、本町への移住の機運が実際にあるのだ

なということを肌で感じております。 

 その中で、このプロモーション活動で得

た知識を基に、令和４年度は、この機運を

逃すことなく、スピード感を持って事業を

推進していきたいということで、国の支援

制度を活用して、いち早くみどりの村の休

憩施設に移住拠点を改修していきたいとい

うことでございます。 

 そうしたことを考える上で、一体的にし

た理由は、スピード感が１点目でございま

す。２点目が、施設整備のイメージは、そ

れぞれテレワークについては全国的に取り

組んでいますが、美幌町の特性を生かし、

ほかの市町村との差別化を図った中で、空

間をデザインしていただく専門的な設計や

施工を運営事業者の方に考えていただい

て、町は基本的なことはイメージとして方

針を出しますが、広く全国からそういった

提案を受けていきたいということで一括に

したということでございます。 

 また、地域おこし協力隊につきまして

は、先ほど御説明したとおり、移住相談の

拠点にもなりますので、この二つの機能を

兼ね備えたときに、一括して事業者に委託

していくのが一番いいということで判断し

たからでございます。 

 カフェ機能の運営につきましては、その

テレワーク機能と移住拠点施設を運営しま

すので、事業者が行うということでござい

ますが、ただ、それを協力隊員が行うの

か、別に雇用するのか、地元の事業者を使

っていただくのかというのは、まだ詳細は

決まっていませんけれども、カフェ機能

は、テレワークの中で必要になってきます

ので、仕様書の中で、ぜひつくってくださ

いとうたっていきたいということでござい

ます。 

 実際に、移住相談の拠点とテレワークを

なぜ一緒にしたかというと、テレワークだ

けの施設というのは管内にありますが、移

住拠点施設の中に相談者が来る、テレワー

クでも東京等、広く道外から来る方たちを

マッチングしたり、交流を図ったり、コミ

ュニティーをつくってほしいということが

次の目標としてあるのです。 

 そういった中で、交流関係人口を増やし

ていきたいということで、この二つの施設

を合致させたい、それをコーディネートす

るのに企業または地域おこし協力隊員に協

力いただいて、町も関与した中でしていき

たいということですので、コミュニティー

をつくっていくようなアイデアについて、

今後、様々な企業から提案をいただきなが

らつくっていきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） その中で３点で

す。 

 設計、施工、運営を一括してプロポーザ

ルということで、美幌町にはそれに関われ

る事業所はあまりないかと思うのです。例

えば、美幌町以外の事業所がこの契約を取

ったとして、施工だけを美幌のどこどこ建

設ということはあり得ると思うのですけれ

ども、そういうものがあるのかないのかで

す。２点目は、来年度以降のランニングコ

ストはどういう形になるのかです。３点目

は、先ほど上杉議員の回答でもあったので

すけれども、令和５年３月３１日までの契

約ということでよろしかったと思うのです

が、協力隊員は大体３年契約だと思うので

す。運営まで任せるのだったら、１年で切

らなくて、最初から３年契約にしてしまっ

たほうがよかったのではないかと思うので

すが、なぜ１年契約にしたのか、その辺に
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ついて説明をお願いします。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問にお答えいたします。 

 設計、施工等のプロポーザルの中で、実

際の工事に地元企業があるのかといえば、

もちろん仕様書の中でお願いしていきたい

と考えております。 

 ２点目のランニングコストでございます

が、基本的に、施設の整備は国庫補助、人

材は地域おこし協力隊ということは、光熱

水費について、テレワーク施設の使用料の

中から運営していっていただきたいと考え

ています。提案を受けてからになります

が、基本的には、その中でランニングコス

トを見いだしていっていただきたいと考え

ております。 

 ３点目の協力隊員の状況ですが、協力隊

員については、基本的には最長１年で、３

年延長できるという制度で、今回、施設整

備と協力隊員ということで、もちろん、こ

の中で協力隊員の方向性が決まれば２年

目、３年目と。最初から３年にするのでは

なくて、基本的に１年の契約をした中で今

回は進めていきたいと考えて、１年とさせ

ていただきましたので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） １点目、２点目は

分かりました。 

 ３点目の契約期間が１年ということは、

来年度、新たに運営に関してまた委託をか

けるという話になってくると思うのですよ

ね。 

 その中で、今度は指名競争になるのか、

どういう採用をするのか分かりませんけれ

ども、当然、協力隊員はそのまま雇ってく

ださいという仕様書になってくると思うの

ですが、同じ業者が取らないという可能性

も出てくると思うのです。そうなれば、た

だ直して終わったという運営業者になって

しまう可能性が非常に大きいと思うので

す。ですから、最初は２年ぐらい運営をさ

せたほうがいいのではないかと素人的には

思ったのですけれども、そういう考えはな

かったということですか。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） 協力隊員を含

めた長期的な考えでございますが、今回に

ついては、国の補助制度もありますので、

１年間、きっちり整備と採用までかなと思

っております。本格的な運営については早

くて、年末または年明けだと思いますが、

今、どういった施設でどういう提案が来る

か分からない中では１年とさせていただい

ておりますが、基本的には、２年目、３年

目について、その内容を踏まえて随意契約

で延長していきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 同じく予算書の８

９ページになります。 

 移住相談等環境構築業務委託料１億４７

万１,０００円の具体的な内容及び今後の考

え方について教えてください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁いたします。 

 今回の業務委託料の具体的な内容でござ

います。 

 今回の移住相談等環境構築業務委託料に

つきましては、現在の様々な移住の状況、

多様化する働き方に対応するため、移住相

談者やサテライトオフィスの契約企業、地

元住民などの多様な方々が交流したコミュ

ニティー活性化と移住、定住を促進するこ

とを目的としてございます。 

 施設の改修に当たっては、①施設改修費

として８,８３７万１,０００円、この中に

は、建築主体改修、設備改修、設計費、各

備品まで含まれております。２点目は、相

談業務費として１,２１０万円で、地域おこ
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し協力隊員の活動経費２名分と募集経費で

ございます。 

 今後の考え方につきましては、移住者の

増加、また、テレワーク利用を通じた企業

と美幌町との関係性の強化が事業目的とな

ります。 

 移住事業の進め方としては、まず、美幌

町を全国の広い中から発見していただい

て、その中で美幌町のよさを知っていただ

く、また、その後、移住を決断するという

ホップ・ステップ・ジャンプだと思ってお

ります。具体的には、いきなり知らないま

ちに来て移住するということは難しいの

で、美幌町を広くプロモーションしていく

ことと、関係人口の創出、①と②の取組に

よって移住者が増加していくということだ

と考えてございます。 

 そのため、今回、プロモーション活動の

経費で、また、拠点の中に様々な美幌町に

関わる方に来ていただいて、その中でコミ

ュニティーをつくって、美幌町はいいまち

だな、定住したいなという思いにつなげて

いきたいということでございます。 

 今回、国に提出している補助の中で、あ

る程度の成果目標を定めております。 

 １点目は、移住者の増加、実際に移住し

た方の数も成果指標として求められます。

また、テレワークにつきましては、サテラ

イトオフィスとして、私どもの新しいテレ

ワークの施設との契約が何社以上という成

果指標が求められてきます。 

 この成果については、３年をめどに事業

期間として国から求められますので、１年

１年確認しながら、目標が達成できるよう

に、事業効果を検証してまいりたいと思い

ます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 具体的な内容と考

え方については分かりました。それを踏ま

えた上で、３点ほど伺います。 

 まず一つは、今、３年を一つの事業期間

として成果の検証を行っていくというお話

でしたが、町として、移住者の増加、サテ

ライトオフィスの契約企業数、この辺りの

具体的な数字をどう設定しているのか、教

えていただきたいと思います。 

 もう一つは、サテライトオフィスの契約

に関してもプロポーザルで入っていただく

企業に全てお願いするのかどうかです。 

 三つ目は、この内容の中に委託料の内訳

等がありますが、今回、移住定住の相談窓

口を景観がよいということで郊外に持って

いくことになるわけですけれども、実際に

移住定住の相談に来られる方の町内での移

動手段が課題になってくると思います。 

 また、サテライトオフィスで、ワーケー

ションなどで美幌に中長期的に滞在しなが

らここの施設を使うとなると、レンタカー

を自分で借りたりというところも出てくる

と思うのですが、実際に相談に来る方がこ

こに移動するとなると、かなり不便かと思

います。この予算内で何か対応策を考えて

いるのかどうか、また、その予算内ではな

いのであれば別で何か考えているのかどう

か、こちらを教えてください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） １点目のまち

としての数値の目標ですが、移住者数につ

きましては、３年間で２０名を想定してお

ります。参考ですが、令和３年度の移住者

数については３人でございます。 

 次に、サテライトオフィスの契約企業数

は１５社を予定しております。また、２点

目の質問に重なりますが、この募集につい

ては、もちろん企業については、ほかの地

域とも行っている経験がありますが、町

も、昨年の秋に東京方面へ行きまして、美

幌町と関わりがある企業を回らせていただ

きました。町も、パンフレット等をつくっ

て、美幌町と関わりのある企業にＰＲして

いきたいと考えております。 

 次に、サテライトオフィスの利用者数に
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ついての年間の目標が２,０００人です。 

 年間の運営日数等については、企業から

の提案を受けなければ分かりませんが、例

えば、平日の運営ですと、１日当たり七、

八名かと考えております。 

 また、３点目の御質問の移動手段につい

ては、私どももその中で検討しましたが、

今回は博物館の駐車場を駐車スペースとし

て整備させていただきますけれども、テレ

ワークをされる方や企業を含めて、基本的

にはレンタカーを使われるだろうと想定し

ております。例えば、バスを走らせるとい

っても、実際の需要はレンタカーだと思い

ますので、今後、レンタカーについての需

要やいろいろ利用された中でどういう要望

があるのかを見定めてから、利用について

は検討していきたいと考えていますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） １点目、２点目の

回答については分かりました。 

 ３点目の移動手段についてです。 

 今、課長の答弁の中では、テレワークの

利用者がレンタカーという説明だったと私

は受け止めたのですが、移住相談に来られ

る方についてもレンタカーを使うことを想

定されているのでしょうか。 

 私は、全員がレンタカーという形ではな

くて、移動手段に悩むという方も多いと思

うのです。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） 大変失礼しま

した。 

 移住者の方におかれましては、現在、こ

の１年間、コロナの中を縫って本町に来ら

れている方がいます。移住相談をする中

で、相談する以外に、この地域を見たいと

いうことで、ほとんどの方がレンタカーを

借りております。もちろん、美幌峠を見た

い、美幌町のまち中を見たい、近隣市町村

を見たいということで、それだけが目的の

方についてはほとんどがレンタカーを利用

されていますので、今回、それについては

車利用ということで考えさせていただきま

した。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 同じく一般会計

の総務管理費の移住相談環境整備委託料１

億４７万１,０００円のことで質問したいの

は、業務内容の目的です。 

 今、説明を受けたとおり、目的は、交流

人口を増やしたい、美幌町を知ってもらい

たいと言っていますけれども、税金を使う

以上、税収見込みをどういう目的に置いて

いるのか。 

 また、今の質問の中で、テレワークとサ

テライトオフィスという二重の話を聞いた

のですが、これらは２年後、３年後に目標

数値が上がってくるのかなという見込みで

企業に努力してもらうということを聞いた

のですけれども、サテライトオフィスの件

数が増えて、テレワークが増えたら、施設

が足りないと思います。そうすると、美幌

町として、新たに企業誘致を含めたサテラ

イトオフィスの在り方と移住定住の在り方

を含めて、総体的に方向性が１年後からき

ちんとスタートするという言い方をしたの

ですが、残り１年間しかないので、３年の

中で、どの段階で新たな方策を美幌町で打

ち出すことが可能なのか、そこまで予定し

ているのかどうか、また、サテライトオフ

ィスを今は空洞化になっている商店街の中

に誘致するのかどうかも含めて、人の集ま

る空間整備の中でどう考えているのかが１

点目です。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁いたします。 

 １点目の業務委託の目的についてです

が、まち・ひと・しごと創生総合戦略に含

めた移住者の増加については、まち・ひ
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と・しごと創生総合戦略の目的は、人口減

少の中でも、今後、美幌町が人口減を抑え

るための施策を打っていくということでご

ざいますので、人口の増加、ひいては税収

の増加につながっていくと思っておりま

す。 

 サテライトオフィスにつきましては、今

回整備するのは、国の補助の中で５０床を

予定しております。なぜ５０床つくったか

というと、サテライト企業の契約するとこ

ろが２人、３人と出たときに、空いていま

せんということにならないように、キャパ

としては５０人の想定で行っております。 

 現時点でそれを増やすという計画はござ

いません。この中で、まずはサテライト契

約していただく人、また、テレワークとし

て美幌町に来ていただく方を拠点施設に誘

導することが先だと思っていますので、そ

の中で、整備についてはしっかり目標を達

するように取り組んでいきたいと考えてお

ります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 最初の目的につ

いては分かりました。 

 ２番目に、サテライトオフィスが５０床

とか出てきますが、前回もらった資料の中

に細かいことが書いていなかったものです

から、先ほど、建設代金とか業務委託料の

件も出ましたけれども、せっかくこれだけ

サテライトオフィスでテレワークの企業誘

致を個人の移住定住も含めてやっていっ

て、１年後、２年後に方向を据える段階

で、その他の経費とか、これに関わる事務

所の経費とか、美幌町でサテライトオフィ

スに対して追加予算、もしくは総体的な予

算の考えを明記できるのはいつになる予定

なのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） 今回、プロポ

ーザルによって、令和４年度に提案を受け

ます。この施設の概要を見て、もちろん先

ほど言いましたように、ランニングコスト

については基本的には賄っていただきま

す。ただ、この施設をつくっただけで、使

われなければ意味がありませんし、黙って

いても来ませんので、広く来ていただくよ

うな施策をしたいと考えております。した

がって、使われるためのＰＲや経費につい

ては、完成した建物を見ながら考えていき

ますが、できれば令和４年度予算の中で補

正等を組みながら、もし募集経費が必要で

あれば、もちろんホームページ等でＰＲし

ていきますし、それ以外についてのＰＲ等

も考えているところでございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 建物の改修の計

画やイメージは、あくまでも企業が考える

のであって、企業が考えることを町はオー

ケーするけれども、一回つくったものは企

業の施設という形の運営になるのですね。 

 そうすると、町の考えているサテライト

の人を増やしたい、テレワークを増やした

い、どうするかとなっても、出来上がって

しまったキャパが手狭になった場合、逆を

言えば、これは３年計画ですけれども、３

年の途中でオーバーしてくれることを私は

祈ります。オーバーして、キャパが足りな

いという場合に、手当として、いつどのよ

うな方策を打ち出すのかというところだ

け、もう一回お願いします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 恐らく、思い

は松浦議員と同じなのだと思います。 

 今回、町として新しい施設を手がけると

いうことですけれども、私も、この施設が

うまく運用されて、多くの方に利用いただ

けるということになって、手狭になれば、

当然、次の施設をということも考えていき

たいと思います。 

 ただ、現時点では、何分にもまだ判断材
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料がそろっておりませんので、まずは、プ

ロポーザルで事業者からの御提案をいただ

いた中でスタートを切りたいという思いが

まず１点です。 

 松浦議員が御指摘のとおり、その後、ど

の時点で判断するのだというところですけ

れども、今、明確にはお答えできません。

スタートを切らせていただいた中で、少し

でもこの施設を利用いただけるように、例

えば、都市圏の美幌町にゆかりのある企業

を訪問してしっかりとＰＲをする、さらに

は、モニターツアーを打ち出すとか、いろ

いろな手だてを講じていきたいと思ってお

ります。そういった考え方がまとまれば、

また議会に御相談をさせていただきたいと

思います。 

 まず、この施設のスタートを切るのです

が、あくまでも、町の施設、普通財産を貸

付けする形でスタートしますので、例え

ば、これがしっかりと根づいていけば、行

政財産に変更して指定管理を契約するとい

うことも将来的にはあり得るのかもしれま

せん。現時点ではなかなか明示できず、大

変申し訳ないのですけれども、いかんせ

ん、今、コロナ禍の影響もあって、地方移

住への流れというのが全国で非常に加速化

しております。ここの流れを一つの好機と

して捉えて、この機運の中で、美幌で人口

減少対策にしっかり向き合っていきたいと

思っておりますので、何とか今回予算をお

認めいただいて、一つのチャレンジをさせ

ていただきたいと思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 予算書の９１ペ

ージ、企画費、空家利活用事業補助金１,０

００万円について、積算内訳と内容につい

て説明をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問に御答弁いたします。 

 空家利活用事業補助金につきましては、

空き家の利活用を図るため、空き家の住宅

リフォーム工事を行う際、美幌町移住体験

住宅として活用していただく方に、工事費

の一部を補助することによって、住宅の有

効活用及び移住交流の促進に寄与すること

を目的としてございます。 

 なお、財源は、国交省の空き家対策総合

支援事業を活用いたしまして、補助率は補

助対象経費の３分の２、補助金額は上限１

棟当たり５００万円で、２棟を想定してお

りますので、１,０００万円となってござい

ます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 内容については

理解しました。 

 この制度については、令和２年度に３棟

やられたものの継続かと思いますけれど

も、１点だけ御説明をお願いしたいと思い

ます。 

 具体的に、２棟について町民に対してど

のような周知をされるのか、お伺いしたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） 今回の補助事

業につきましては、お認めいただきます

と、まずは４月１日の広報を含め、町のホ

ームページはもとより、地元紙でのＰＲ、

また、空き家のオーナーの方が集まるセミ

ナー等が開催される場で、ぜひ、こういっ

た補助事業について説明していきたいとい

うことでございます。 

 また、３月末にまち育新聞を政策課で発

行しておりますが、その中でも触れていき

たいと考えております。 

 以上、御説明しました。よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 
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○１１番（上杉晃央君） ９１ページの辺

地対策費、多目的運行バス委託料１,０９２

万２,０００円ですが、峠の湯の送迎サービ

スの計画内容、乗車時刻や場所等について

御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 峠の湯びほろ等送迎サービスについての

御質問でございますが、まず初めに、運転

手の確保について御説明させていただきた

いと思います。 

 ４月から新たに、市街地のバス路線のう

ち、美幌循環線の右回り便、左回り便を、

美幌駅と旭団地を結んで再び美幌駅に戻る

美幌駅循環線と、美幌駅と旭小学校を結ぶ

美幌駅旭小学校線の２系統の路線へ見直

し、運行区域の拡大と運行時刻を延長して

町民の利便性向上を図りたいと考えている

ところでございますが、運行時間の延長に

よる運転手の過重労働が懸念されていると

ころでございます。しかし、運転手を１名

増員しようとしても、路線バスの運行経費

で全てを賄うことができないため、町が運

転手１名の経費の一部を負担することで、

運転手の確保と過重労働の解消、路線バス

の運行時間延長による利便性の向上を図ろ

うとするものでございます。 

 多目的バス運行委託料のうち２０２万１,

０００円は、この運転手確保の取組とし

て、峠の湯びほろなど、公共施設の移動送

迎サービスを運行するものでございます。 

 御質問いただきました峠の湯びほろの送

迎サービスの事業の概要としましては、路

線バスの日中の乗車の少ない、いわゆる閑

散時間帯の１１時から１５時は、路線バス

の運行を見合わせることによって運転手の

待機時間が生じます。その運転手の待機時

間を活用して、峠の湯びほろへの送迎バス

を運行するものでございます。 

 運行日は毎週木曜日、木曜日が祝日の場

合は運行しないこととなります。運行日を

木曜日としたのは、担当課と峠の湯びほろ

が協議をいたしまして、施設の稼働状況な

どから勘案したものでございます。 

 運行経路は、美幌駅バスターミナルを始

発に、美禽橋通となかまち緑道のかんがい

施設のところが交差する国道にございます

美幌高校線の美幌国保病院バス停、中島珈

琲様前の大通北２丁目バス停、旧国道の美

幌町役場バス停、新路線のシティびほろ様

のタクシー待合場所のすぐそばにあります

シティびほろバス停、国道２４３号線の旭

小学校バス停を経由し、峠の湯びほろに至

るものでございます。 

 このルートは、いずれも役場、シティび

ほろの施設、もしくはそれぞれのバス停に

バス待合所が設置されているところとなっ

ております。 

 運行時間は、行きは１１時２０分に始発

バス停を出発し、１１時４０分に峠の湯び

ほろに到着予定となっております。帰り

は、１３時４０分に峠の湯発と予定してい

るところでございます。 

 使用車両は、町有バスの多目的バスの車

両、もしくは交通事業者の貸切りバスの車

両にて運行する予定でございます。 

 路線バスの運転手の待機時間を活用して

の運行となりますが、車両は路線バスの車

両を用いることはございません。 

 運行日、各バス停の時刻などは、毎月、

町広報紙に掲載して周知に努める予定とな

っております。 

 なお、峠の湯びほろ等の送迎サービス

は、路線バスの運行時間延長に伴う運転手

の過重労働を解消するため、先ほど御説明

した運転手確保対策に基づき、運転手の待

機時間に運行するものでございます。しか

し、現時点で運転手の確保に至っていない

ため、確保されるまでは現有体制によって

運行している公共交通とその他の交通を見

直し、運行の工夫改善、効率化などによっ

て実施しようと考えておりますが、週１便

しか運行できないのが現状でございます。 
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 今後、運転手が確保できた場合、週２便

への増便も可能となりますので、御理解を

お願いしたいと思います。 

 以上、御答弁申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 内容は分かりま

した。 

 運転手確保のために２００万円ほど町が

支援するということで、これは、利用状況

を見て、週１回ですので、特に高齢者の方

が温泉に入りたいというニーズは結構ある

かと思います。今後、運転手が確保された

場合、今言っていたように金銭的な支援を

してさらに確保していくということで、例

えば、２便に増便するという考え方がある

のかどうか、その辺をお尋ねしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 現在、路線バスと委託のスクールバスを

運行するのに、運転手がいて、路線があっ

て、運転手がかつかつの状態でやっており

まして、それを工夫して何とか週１便やれ

る状態です。私たちは、高校生が列車で帰

ってくる夜７時ぐらいまでバスを走らせた

いというところから始まっていますので、

運転手を１名増員してくださいと。そうす

ると、シフトを組めるようになりますの

で、シフトが組めれば週２便、峠の湯の便

を運行することは可能だと伺っております

ので、御理解をよろしくお願いしたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 次の９３ページ

の辺地対策費について質問したいと思いま

す。 

 デマンドバス運行実証実験業務委託料５

４８万７,０００円でございますが、業務委

託の内容及び実証実験の期間、年数につい

てお尋ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 デマンドバス運行実証実験業務委託でご

ざいますが、概要といたしましては、市街

地を運行する定時運行バス、路線バスの利

用の少ない時間帯の１０時から１５時に、

路線バスの運行に代わって、バスの停留所

間を利用者の申込みによってダイレクトで

結ぶ乗合バス事業を実証運行するものでご

ざいます。 

 このデマンドバスは、町民の皆様には、

申込みバス、愛称「もーびー」として周知

していく予定でございますので、以下、申

込みバスとして御説明させていただきま

す。 

 運行区域は市街地４２自治会、そのうち

美禽はグリーンタウン付近の住宅街、報徳

南は日産自動車様東側、報徳三角公園付近

の住宅街を対象としております。 

 乗降バス停は、市街地バス路線のうち、

美幌駅と美幌高校を結ぶ美幌高校線と新し

く見直しをした新路線の美幌駅循環線、美

幌駅旭小学校線の全てのバス停と地域間幹

線路線の北見・美幌・津別線の美禽入口バ

ス停から美富３５線バス停の１０バス停、

路線バスが運行しない美里・新興自治会や

最寄りのバス停から距離のある三橋南団

地、びほろ霊園に近い美富の住宅街や直接

バス路線から外れている玉川医院などに設

置する申込バス専用のバス停、合計１０４

か所で乗車できることとなるものでござい

ます。 

 運行日は月曜日から土曜日、年間３０１

日を予定、乗車の方法は、仮でございます

が、申込みセンターに電話をいただきま

す。この申込みバスは、予約制ではござい

ません。乗るときに電話をいただき、直近

の運行時間に乗車できるものでございま

す。 



－ 266 － 

 申込みが多いときなどは次の運行便にな

ることもございますが、前日までに予約す

るというバスではなく、タクシーを呼ぶ感

覚でお電話いただければと考えているもの

でございます。乗車バス停で待っている

と、５分から１５分程度で乗客定員８名の

ワゴン車両が到着して乗車、併せて運賃３

００円をお支払いいただきます。その後、

降車バス停に到着してバスを降りるもので

ございます。 

 乗合バスのため、お客様同士が乗り合わ

せて運行いたしますが、乗降に関係のある

バス停間のみ運行するため、移動時間の短

縮が図られると考えております。 

 実証実験期間につきましては、６か月間

から２年の間を予定しております。その理

由につきましては、通常、実証運行に要す

る経費は、町の全額負担となりますが、先

駆的事業の取組に対する補助がございます

ので、補助申請を予定しています。補助が

認められた場合は２年間補助金が受けられ

ますので、期間が流動的となっているもの

でございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） このデマンドバ

スについては、町民の安心の確保という意

味で、町が実証実験に踏み込んでいただく

ということは、多くの町民の皆さんが期待

しているところだと思います。特に、②に

ある交通空白区の解消ということで、小型

のデマンドの車が停められる場所で乗降で

きるというのは、多くの皆さんに期待され

るところだと思います。 

 そこで、実証実験の期間が最大２年とい

うことですが、期間終了後、利用者の声、

あるいは利用者数などを評価しながら、３

年目からは本格運行という方向で町は考え

られているのか、その辺のことだけお尋ね

したいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 議員がおっしゃったとおり、実証運行が

終了した後は本格運行に移行したいと考え

ておりますので、御理解をお願いしたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 同じく９３ペー

ジの辺地対策費ですが、石北本線利用促進

業務委託料３１万円について、積算内訳と

内容について御説明をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 石北本線利用促進業務委託料でございま

すが、概要といたしましては、美幌駅で美

幌観光物産協会が委託販売する特急大雪・

オホーツクの特急乗車券のうち、旭川駅以

西と深川、滝川、美唄、岩見沢、札幌など

へ移動するために購入する特急乗車券に対

して、購入時に３,０００円を割り引いて販

売するものでございます。 

 ＪＲ北海道は、国の監督命令を受け、令

和元年度から、沿線自治体と事業計画、通

称アクションプランを策定して利用促進な

どに取り組んでおります。 

 現在は、計画期間を令和３年度から５年

度の３年間とする第２次計画期間でござい

ますが、この事業は、町内のイベント、和

牛まつり、夏まつり、冬まつりの参加者で

石北本線を利用してきた人に対して、イベ

ントの当日券や屋台等で利用するときの助

成券を交付するものとして計画しておりま

したが、計画の途中でありますけれども、

見直しをして、計画の残りの期間に実施し

ようとするものでございます。 

 対象者は、美幌町に住所を有する人で、

美幌駅の美幌観光物産協会から特急乗車券

を購入する人となります。 

 助成の方法は、購入時に住所を確認でき
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る書類等、例えば、自動車の運転免許証や

マイナンバーカードなどを御提示いただ

き、購入代金から助成額を割り引くもので

ございます。 

 助成額は、１回３,０００円となります。 

 助成額の根拠といたしましては、ＪＲ北

海道が販売するおトクなきっぷ、割引きっ

ぷのうち、インターネットで申込み販売を

しているトクだ値切符の網走－旭川間の大

雪の金額、網走－札幌間のオホーツクの金

額と美幌駅で販売する金額の価格差が約３,

０００円であったことから、３,０００円と

したものでございます。 

 なお、トクだ値きっぷは、美幌駅発着の

設定がございませんので、網走駅を参考と

しております。 

 この助成によって、美幌駅から購入する

特急乗車券の片道切符、もしくは美幌－札

幌間を往復するＲきっぷの金額が、ＪＲ北

海道が販売するトクだ値きっぷと価格差が

あまり生じないこととなります。 

 対象人数は１００人、美幌駅で購入する

人が年間約６０人とお伺いしておりまし

て、これまでの事業費が３０万円で、それ

を３,０００円で割り返すと１００人なので

すが、今までの購入実績から見ると６０人

で十分だということで、１００人を対象と

させていただいたものでございます。 

 以上、御説明させていただきました。よ

ろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） ２点ほどお伺い

します。 

 １点は、今の御答弁の中で、令和２年度

にやられていた和牛まつり、夏まつり、冬

まつり、石北本線を利用して参加した方に

利用券、割引券を見直してということで、

その成果がどうだったのか、あまり効果が

なかったということで見直したのかどうか

ということと、私は、今御説明いただいた

今回の石北本線の札幌へ行った場合の特急

乗車券の１回当たり３,０００円の助成につ

いては、本当に石北本線の利用促進になる

のかどうか、疑問視します。オホーツク圏

活性化期成会の石北本線部会ともっと連携

を取り、やはり観光と交通がつながるよう

な対策を講じるべきではなかったのか、そ

の２点をお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 まず、１点目のこれまでの計画、イベン

トにつきましては、新型コロナの関係でイ

ベントが全て中止になってきたという経過

があります。そのため、この取組について

は実施できなかったというのが現状でござ

います。 

 もう一点は、もっと割り引くべきではな

いかというお話だったと思います。 

 実は、北見市とか網走市は、おトクなき

っぷということで、そこの駅から買ってい

く方は、市が助成しなくても割引の切符を

買っていくことができます。しかし、美幌

町では、駅で購入できる切符は通常のもの

しか売っておりません。美幌町の人に地域

公共交通計画でアンケートを取ったとき

に、都市間バスとＪＲとの価格差が非常に

大きいという意見も寄せられたものですか

ら、せめて割引切符と同じぐらいの値段で

販売して、どれだけのニーズがあるのか、

それによっては、例えば、トクだ値きっぷ

が美幌町でもっと容易に買えるようになっ

たらもっと利用されるのではないかという

検証もできることから、今回、このように

取り組ませていただこうと思ったものでご

ざいますので、御理解をお願いしたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今の課長の答弁

の中で、美幌駅から札幌に行く場合等であ

れば、例えば札幌から逆に美幌に来る場合

については対象外ということになります
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ね。 

 私が言いたかったのは、本当に石北本線

の利用客を増やすためには、もっと啓発と

か広報が必要ではないかということです。

このようにお金の面でやるのではなくて、

そっちに重点を置くべきと思うのですけれ

ども、そこら辺の考え方について御説明を

お願いします。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 まず、ＪＲ北海道が作成している第２次

アクションプランについてでございます。 

 それは、今、議員がおっしゃったよう

に、お金の支援もございますが、駅の環境

美化とか様々な取組を規定しておりまし

て、ＪＲが担うもの、沿線自治体が単独で

実施するもの、沿線自治体が連携して実施

するものがございます。 

 その一つの例を御紹介させていただきま

す。 

 毎年６月に、美幌町フラワーマスター連

絡協議会をはじめ、美幌観光物産協会、観

光ボランティアガイド、新町の自治会、商

店街、美幌高校、北中学校など、また、町

建設部によります美幌駅及び周辺環境美化

の取組、花の植栽は令和２年、令和３年に

実施されたところでございますが、新型コ

ロナの影響で、ＪＲ北海道のアクションプ

ランは非常に中止が相次いでおりました。

先ほど申しました町のイベントも中止にな

っておりました。しかし、美幌町は、コロ

ナ禍でもこれを実施したということで、Ｊ

Ｒは大変感謝していました。 

 また、北見市、遠軽町、美幌町、大空

町、網走市は、観光物産協会と一緒になり

まして、ＪＲの車内販売を実施しておりま

す。 

 そのように、直接の金銭的な支援以外に

も、各自治体が取り組んだ中での利用促進

策を実施しております。 

 現在、第２次計画期間中でございまし

て、議員がおっしゃるように、もっともっ

と促進策はあるのかもしれませんが、それ

については、第３次計画を策定するときに

参考とさせていただきたいと思いますの

で、御理解をよろしくお願いしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 生活バス路線運行

維持費補助金について伺いたいと思いま

す。 

 現行のワンコインバスについては、休日

等の運行経費は含まれていないと思います

が、現在でも相当希望者がいるという状況

の下で、今後の休日等の運行実施の検討の

有無についてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 今、議員から御質問がありましたよう

に、現在、新しい美幌駅循環線と美幌駅旭

小学校線につきましては、日曜日の運行は

実施しないで、中には、学校の通学に合わ

せて運行しているものもありますので、学

校が休みの期間も運行しないということで

予定しているところでございます。 

 休日等の運行につきましては、運転手が

いない、運転手が不足しているということ

を交通事業者から言われておりまして、一

番の課題としてはここになります。運転手

の過重労働を解消するため、町は、運転手

確保の取組をしていますが、それで運行時

間が延長になって、さらに今度は運行日数

を増やすとなると、路線バスだけで賄える

かどうかということも生じてまいります。 

 今後、休日等の運行につきましては、運

転手の確保とニーズなどを確認しながら判

断してまいりたいと思いますので、御理解

をよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） これから高齢化が
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さらに進んでまいりまして、免許証の返納

の割合がますます高くなるだろうと思いま

す。一方で、休日、祝祭日に催物が結構あ

るということで、運転できるのであれば行

くだろうけれども、運転ができない、地方

では主として民間が経営している交通機関

が、採算が合わないということでストップ

する、そういう状況がますます厳しくなる

のだろうと思います。 

 運転手の確保というのは喫緊の課題で、

これにはあらがいようもないのですけれど

も、運転手の確保を含めて、地方自治体の

住民の足を確保するというところでは大き

な課題になっていく可能性を持っておりま

す。現状では確保できていないということ

なので、それ以上申し上げようがないので

すが、大きな課題になるだろうということ

で、ぜひ御検討いただきたいということだ

け申し上げます。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 議員が

おっしゃるとおり、運転手の確保というの

が非常に大変な状況にございます。 

 町では、お認めいただければ、来年度か

ら大型２種免許の取得に要する経費を助成

するなどして運転手確保対策に取り組んで

まいりますので、御理解をよろしくお願い

したいと思います。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は、１３時３０分といたします。 

午前１１時５６分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時３０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和４年度美幌町一般会計予

算についての質疑を行います。 

 １３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君） 予算書の９５ペ

ージ、住民活動推進費、集会室維持管理委

託料３９９万５,０００円について、各集会

室の委託料の積算根拠についてお伺いいた

します。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 集会室維持管理委託料は、令和３年度の

指定管理契約に合わせて見直しを行い、光

熱水費の基本料金相当額と維持管理費の合

計額に、令和元年度の利用回数、利用時間

を基に正規の使用料を徴収して収支が赤字

にならないように積算しているものでござ

います。 

 令和３年度からの契約に合わせて見直し

をした主な内容でございますが、光熱水費

のうち、電気料金は、集会室の設置設備の

性能及び使用形態に応じた積算と実態に即

した内容へと見直しを行っています。維持

管理費は、集会室の一般利用回数に応じた

施設管理業務、集会室の面積に応じた敷地

管理に対する維持管理費と、こちらも実態

に即した内容へと見直しを行っておりま

す。 

 なお、一般利用回数は、前々年度の利用

回数を基準に積算する予定でしたが、新型

コロナの影響により、集会室の休止や不要

不急の外出の自粛など、利用回数の減少が

見込まれることから、管理いただいている

自治会の要望を受け、契約期間内は令和元

年度の一般利用回数を基本とすることとし

ております。 

 その他、集会室ごとに生じる事情を勘案

し、パークゴルフ場の管理、冬期間のトイ

レの暖房器具等の設置、市街地区における

指定避難所の維持に必要な業務の遂行に要

するための維持管理費、町の書庫として使

用している電気料などを加算して積算して

おります。 

 なお、各集会室ごとの委託料は、別途資

料をつけさせていただいております。御参

照いただければと思います。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ
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ん。 

○１３番（馬場博美君） 今、御説明いた

だきましたけれども、令和３年度に見直し

たことについては、各集会室にあっては今

まで非常に大変だったので、非常にいいこ

とだと思います。 

 そこで、１点だけ再確認したいのですけ

れども、今回の新型コロナウイルスの関

係、あるいは、灯油等が大幅な値上げにな

るという場合に、指定管理者にとっては非

常に大変なことだと思います。例えば、令

和３年度はまだ決算が終わっていませんけ

れども、令和４年度にも関係しますが、収

支が赤字になった場合です。そうならない

ように積算していますと言いますけれど

も、例えば、赤字になった場合の対応につ

いて、町の考え方としてはどうなのか、そ

の１点だけ伺いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 今、ちょうど年度末を迎えまして、各自

治会から報告をいただく時期になっており

ます。その実情を見て、仮に赤字が相当大

きいようなものがあれば、そのままにせ

ず、１回検討したいとは思っております

が、現時点では、まだそこら辺の方針が固

まっておりませんので、申し訳ございませ

んけれども、御理解をよろしくお願いした

いと思います。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） ９５ページの住

民活動推進費のびほろの活力共創事業補助

金３９０万円、この事業の詳細及び実績等

についてお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 びほろの活力共創事業の詳細ですが、こ

の事業は、まちづくりをテーマに、町民自

らが企画、実践する事業に多くの人が集ま

って生まれる美幌の活力を補助することに

よって、地域コミュニティーの活性化と活

力ある地域社会の実現を目的としているも

のでございます。 

 令和２年度に内容の見直しを行い、令和

３年度から事業の名称をびほろの活力共創

事業へと見直ししたものでございます。 

 事業の実績でございますが、令和２年度

のリニューアル以降、令和２年度は、申請

２件に対して採択１件、３年度は、申請６

件に対して採択５件、その採択５件のうち

１件は、令和２年度からの継続事業でござ

います。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 令和２年度で言

えば申請２件、そのうち採択が１件、令和

３年度は６件のうち５件ということですけ

れども、例えば、申請されて採択された事

業にはどういう事業があるのか、そして、

どういう経過で採択されなかったのかを伺

います。例を挙げて、どういう事業なのか

お聞きしたいのと、人数制限はあるのか。

それから、継続性ということですけれど

も、補助事業の場合、収益を上げていけば

補助がなくなるということもありますが、

これをやっているときに、収益を上げてい

っても継続して補助がもらえるのか。その

辺のことをお聞きしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 まず、令和２年度の申請２件のうち、不

採択１件につきましては、申請が上がった

事業に対して補助をするメニューが他の部

署でございまして、そちらの事業がある場

合については、当該事業は申請できないと

なっておりますので、そちらに申請をして

いただいたということで、採択にならなか

ったものでございます。 
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 令和３年度の採択になった事業として

は、御存じかと思いますけれども、日産自

動車のところに花の植栽をしていただいて

おります。これは、令和２年度、３年度に

やっていただいております。それから、お

化け屋敷とか子供のプレーパークを先頭に

立ってやっていただいているグループが採

択となっています。 

 今、収益の話が出ましたが、この事業は

３年間補助します。３年間補助して、最初

の１年目は補助対象経費の１０分の１０が

補助になりまして、２年目は１０分の８、

３年目は１０分の６となります。もちろ

ん、事業経費の中から収入が見込まれれ

ば、残った分に対して補助するわけでござ

いますが、その３年間で補助をして、その

後、４年目以降は、その収益を生かして自

主運営していただきたいという趣旨でござ

いますので、御理解をよろしくお願いした

いと思います。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 花とか、お化け

屋敷ということでしたけれども、なかなか

収益が上がりづらいものに対して、まちづ

くりの観点で、継続３年と書いています

が、町にとっていい事業であれば、費用対

効果も今後考えていかなければならないと

思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） ただい

まの御質問に対して御答弁いたします。 

 これは３年間の補助事業の支援ですけれ

ども、この事業は、まちづくり活動と地域

コミュニティーの育成・活性化の二つを目

標としているものでございます。町民自ら

がまちづくりをテーマにグループを形成

し、仲間を募り、携わる人々の輪が広がる

など、町民が企画、実践する事業であり、

補助期間は令和２年度から最大３年間と見

直ししましたが、町民自らが実践する事業

には、資金調達や企画運営、関係者との調

整など、ノウハウがなければ実現のハード

ルが高くなるものがございます。そこで、

３年間資金調達を支援することによって、

ノウハウを身につけて、地域コミュニティ

ーも育まれ、集まった人々が知恵を出しな

がら、地域に根づいた事業が自主運営に育

っていただきたいという思いから、３年間

への補助事業に見直しをしております。 

 そのため、この事業としては、補助期間

は３年間となっておりますので、御理解を

お願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） ８５ページの同じ

事業に関わってであります。 

 岡本議員の質問に対する答弁で、既に３

年間で資金調達を、そして、自立を図って

ほしいという事業の精神、目的については

分かりました。 

 いろいろな角度からこの補助金が広がっ

ているのだと思うのですが、もともと利益

を目的にしていない、できるだけたくさん

のボランティアでやっていくことを基本に

しながら、しかし、ボランティアだけでは

いかない側面も物によってはあるというこ

とが見えております。３年間で資金調達も

自前でというのは、なかなか無理がある分

野もあるのではないかと思います。 

 ほかの自治体の中では、そういう場合

に、活動そのものがまちおこしにつながっ

ているのであれば、活動に対して、事業年

度を区切るのではなくて、活動そのものを

恒常的に支援していくということで、５

０％の補助とか、そういうものを現に行っ

ているところもあるわけです。入り口が町

民活動課から始まっても、事業が定着して

いくことによって、役場の中の担当が、例

えば、社会教育とか、環境生活とか、その

分野の中でフォローしていかなければいけ

ないという流れが出てくるのではないか、

全ての事業が、この目的で３年間補助した

のだから、あとは自力でやりなさいという
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のは無理があるのではないかと思うのです

が、いかがですか。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） 先ほどの岡本議

員のときに担当から御説明しております

が、びほろの活力共創事業につきまして

は、先ほど目的をお話ししたとおり、地域

コミュニティーの活性化及び活力ある地域

社会を実現することを目的に、３年間の期

限をつけての補助としているものでござい

ます。 

 そのため、今まで１年締め、２年締めは

ありましたけれども、申請時に申請者へヒ

アリングをする際には、事業の必要性、地

域の貢献度、将来性、発展性についても審

査し、維持定着の可能性、持続的な自主財

源の確保についても聞いた中で制度設計を

しております。この事業は、３か年の制度

設計でつくっておりますので、これを継続

してしまいますと、補助が膨らみ続けてし

まう形になりますのと、先ほどお話しした

とおり、補助制度のないものを補助対象と

するという趣旨からいきますと、３年間で

終わるということで御理解いただきたいと

思います。 

 また、３年目以降の話については、今年

が３年目の事業でございますけれども、ヒ

アリングの中で、運営状況とか財源につき

まして聞き取りをしますので、財源の対応

をするということではありませんが、団体

からの事業の継続についての御相談につい

てはお受けしたいと考えております。令和

４年度以降、どういう形で財源を確保する

のか、町の補助に頼るのか、ほかの部分も

ありますが、いろいろな部分について相談

があれば受けていきたいと考えております

ので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 住民活動推進費

の手作り出店実行委員会負担金３８０万円

について、年々、出店者の減少、出店料の

増加、出店者の高齢化による出店者確保が

大変になってきている状況ですが、この対

策についてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 美幌ふるさと祭りは、令和３年度に第３

０回記念を迎えましたが、新型コロナの感

染拡大を受け、翌年度の本年度に第３０回

を延期したところでございます。 

 出店者の募集につきましては、美幌町手

作り出店実行委員会での協議にはまだ至っ

ておりませんが、これまでと同様に７月頃

に実施されるものと思います。しかし、新

型コロナの影響もあり、開催内容、開催そ

のものが流動的であり、内容が見直される

可能性もございますので、御理解をお願い

したいと思います。 

 出店者の確保対策でございますが、ま

ず、坂田議員がおっしゃるように、ふるさ

と祭りは町民手づくりのお祭りでありまし

て、子供が安心して遊べるお祭りとして３

０年前に始まったものです。にぎやかで安

心して遊べるお祭りを開催したいというの

は担当している部局も同じ考えでおります

ので、まず、その点につきましては御理解

をお願いしたいと思います。 

 その中で、実行委員会では、出店者の確

保に当たって、このお祭りの根っこの部分

を決して忘れてはいけないのだという考え

で一致しております。それは、神社の例大

祭と併せて、南１丁目から神社にかけて実

施されるお祭りが反社会的勢力の資金源と

ならないように、町民が手づくりでその場

所を占有して始まったお祭りでございま

す。先人たちが苦労して築き上げてきたお

祭りの根幹、反社と青少年の健全育成の旗

を掲げながら出店者確保に取り組まなけれ

ばならないというところで非常に苦しんで

いる現状にありますので、御理解していた

だきたいと思います。 

 よろしくお願いしたいと思います。 
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○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今、答弁いただ

いたように、思いは同じです。私たちも３

０年前から協力させていただいております

し、趣旨にのっとって、子供たちには一番

先に楽しんでいただきたいということと、

それから、若者も、年寄りも、美幌のお祭

りはにぎやかだなという思いで皆さん協力

してくれたり、参加してくれたり、利用し

てくれたりということでつながってきたの

だというその思いは同じだと思います。 

 ただ、１０年前ぐらいから、出店する人

たちの高齢化と、参加団体に対するいろい

ろな制約も多くなってきているというこ

と、３日間の実施となると、肉体労働も相

当重なってくるということなどを併せて考

えると、高齢になってくると非常につらい

なというのが実感なのです。 

 そこで、楽しめるお祭りということはよ

く分かりますが、出店者が少なくなってく

ると、集まってくる人たちも少なくなるで

しょうし、子供たちの親が行こうという気

持ちにならないというのも現実の問題とし

て起こり得ることではないかと思いますの

で、出店しやすい状況をつくっていくしか

ないのではないかと思います。 

 そこら辺は、これからきちんと詰めてい

かれると思うのですけれども、実行委員会

と相談しながら、参加者、参加団体がもう

少し増えるような対策を取っていただきた

いと思います。 

 今のところで、気がついた点がありまし

たら答弁いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 議員がおっしゃるとおり、ふるさと祭り

は４、５、６と固定の日にちで３日間開催

しておりまして、出店されている皆様に

は、この間、町民の皆さんが楽しんでいた

だけるようにということで御協力していた

だいていることに、改めて感謝したいと思

います。 

 その中で、去年もお話をさせていただき

まして、ちょうど感染の関係もありまして

開催そのものが危ぶまれた中ではあります

けれども、どういうふうにして出店者を確

保していくかというのは本当に喫緊の課題

でありまして、なかなか具体的ないい案が

ないというのが正直なところではございま

す。それでも、知恵を出し合って、あそこ

を占有するということがまず一つの目標に

なりますので、占有することにはなるので

すけれども、楽しんでいただけるお祭りと

して、実行委員会で議員の意見なども踏ま

えて話合いをしてみたいと思います。改め

て御理解をお願いしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） そういうところ

に重点を置いて相談していただきたいと思

います。 

 もう一つお願いがあるのは、４年前です

か、停電になったときに連絡がきちんと行

き渡っていなかったということです。出店

を続けていくことができない、いつまで待

てばいいのかという状況が出店者にきちん

と行き渡っていなかったのは、連絡不足で

はないかと思います。今回からはそういう

ことはないとは思うのですけれども、何か

あったときに、出店者が理解できるような

説明も大事ではないかと思いますので、そ

の点にも十分気をつけて取り組んでいただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

 今、地震のときの停電の話をいただきま

したが、それはこちらとしても大変反省す

る内容として御理解させていただいており

ます。 

 令和２年、令和３年と新型コロナでお祭
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りを中止せざるを得なくなりましたけれど

も、その際は、そのときのことを生かしま

して、まずは出店者に令和２年度は開催が

難しいというお手紙を出させていただいて

おります。令和３年度もそのようにさせて

いただいております。今のお話を改めてお

伺いしまして、出店者にもしっかりと確認

しながら取り組んでまいりたいと思いま

す。 

 よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） ９７ページの電算

システム事業のうち、デジタルトランスフ

ォーメーション対策業務委託料１,９２１万

８，０００円につきまして、業務の内容、

特にＲＰＡで行おうとしている作業内容及

び増設サーバーの設置位置、内容等につい

て御説明をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（関 弘法君） 御答弁申し上

げます。 

 デジタルトランスフォーメーション、い

わゆるＤＸの対策業務委託料でございます

が、内容として二つございまして、一つは

ＲＰＡ導入委託、二つ目として紙媒体等成

果物電子保存ファイルサーバー増設の業務

委託を計上させていただいております。 

 まず、一つ目のＲＰＡ導入委託料の予算

額１,８５３万６,０００円でございます。 

 これまで、ふだん人が行ってきました作

業手順の決まった繰り返し行う定型的なパ

ソコンでの作業を、人が一つずつ入力作業

などを行うのではなく、アプリケーション

ソフトを利用して、専門的知識を要さなく

とも、シナリオを作成の上、パソコンで自

動的に入力処理を行うということで、業務

効率化などを図るため、その導入に必要な

業務を委託しようとするものでございま

す。 

 業務の内容でございますが、経費としま

して、まず、今回使用するＲＰＡのアプリ

ケーションソフトの購入経費分が１,２１８

万８,０００円でございます。具体的な業務

につきましては、まず、アプリケーション

ソフトにつきまして、役場内で実行できる

状態にセットアップを行うなどの設定作業

の実施、そして、職員を対象としたソフト

の操作、使用方法等に係るツールの研修会

の実施、加えて、こちらで幾つか指定させ

ていただいたシナリオのひな形作成の実施

など、導入サポートの実施について業務を

行っていただくことを予定しておりまし

て、この導入経費は合計３６６万５,０００

円となっているところでございます。 

 そして、システムの不具合修正の対応、

問合せへのサポート対応、こちらのランニ

ングコスト分となりますが、補修費用２６

８万３,０００円を加えまして、今回、一連

のソフトの購入、導入、保守を一括して委

託しようとするものでございます。 

 なお、ＲＰＡ導入後、現在予定しており

ます作業の内容につきましては、税務にお

ける給与支払報告書の入力をはじめ、アン

ケート集計、要介護認定調査結果の入力、

各種申請書入力集計、こういった作業手順

の決まった繰り返し行う定型的な作業につ

いて実施をすることで考えてございます。 

 次に、二つ目の紙媒体等成果物電子保存

用ファイルサーバー増設委託料、予算額６

８万２,０００円でございます。 

 こちらにつきましては、現在、業務のデ

ータを保存するためのサーバーにつきまし

て、その保存容量が増加してきておりま

す。このまま増え続けると、サーバーにア

クセスする速度が遅くなるなど、影響が出

ることが懸念されているところでございま

す。 

 保存容量の増加の主な要因としまして

は、成果品の画像化や動画など、大容量の

データ保存が多くなってきております。ま

た、画像・動画ファイルの画質も向上して

いるということも重なりまして、そのた

め、サーバーの容量が増加してきていると
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いうことが挙げられてございます。 

 このことから、通常利用の速度に支障を

来さないよう、画像、動画などの大容量の

データを格納するため、現在、庁舎サーバ

ー室に設置しております既存のサーバーに

ハードディスクを増設するため、その業務

を委託しようというものでございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 何点か質問させて

いただきたいのですが、まず１点目は、設

定作業によって職員が使えるようになると

思うのですけれども、全職員のパソコンで

使えるようになるのか、それとも、ある特

定の職員のパソコンでしか使えないのかと

いうことです。 

 ２点目として、ソフト自体は既製品かと

思うのですけれども、どこのメーカーで、

委託先はどこなのか。 

 ３点目として、約１,９００万円をかけて

このシステムを導入するわけですけれど

も、職員の人件費でいえば３人から４人分

の人件費をかけてわざわざ導入するという

ことで、どういうことに使えますよという

ことでおおむねの内容を聞いたのですが、

様々な業務に対応できるということで、大

体何件ぐらいの業務がソフト化できるのか

なという話です。 

 それから、保守費用が２６８万３,０００

円ということで、多分、保守だから毎年同

じだけの費用がかかると思いますが、何の

ための保守費用なのかということです。 

 最後の４点目として、ソフトがバージョ

ンアップされたときに、また新たに経費が

かかるのか、それとも保守費用の中に含ま

れているのか。 

 大きく４点についてお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（関 弘法君） 何点か御質問

をいただきました。まず、設置、運用の台

数ということかと思います。 

 今回、設置の箇所につきましては、現在

６か所の端末での使用を想定してございま

す。 

 その内訳としまして、今回、アプリケー

ションソフトのライセンスを取得するとい

うことでございますけれども、作業手順を

設定するシナリオ作成用として、三つのラ

イセンスを購入いたします。また、作業を

実際にするためのライセンスを三つ取得す

るということで、合計六つのライセンスを

取得することになりまして、端末はそれぞ

れ六つの中で運用していくということでご

ざいます。 

 また、ＯＣＲのライセンスも取得いたし

ますが、こちらについては三つ、実行用の

端末と併せて運用を図っていくということ

を現在考えているところでございます。 

 次に、ソフトの具体的な内容だったかと

思います。 

 今回、ＲＰＡの導入に当たっては、様々

なソフトが出ているところでございます

が、今、予算を算定する中で想定してござ

いますのは、ＮＥＣのＲｏｂｏｔ Ｓｏｌ

ｕｔｉｏｎのＤｙｎａＥｙｅですが、こち

らのソフトを想定して予算額も算定をさせ

ていただいているところでございます。 

 これに伴いまして、委託先という話もご

ざいましたけれども、実際のところ、指名

競争入札になってこようかと思います。今

お話ししましたＮＥＣのＲｏｂｏｔ Ｓｏ

ｌｕｔｉｏｎのＤｙｎａＥｙｅを導入する

ことで算定しているということで、実際に

は導入するソフトの同等品ということも明

示して入札の執行を考えてございます。 

 今回の業務内容は、御説明しましたとお

り、ソフトの設定と導入サポート、そして

保守という一連で業務をお願いすることか

ら、現在、ソフトの代理店による指名競争

入札を考えております。 

 そういうことからも、まだ明確なものに

なっていなくて申し訳ないのですが、ソフ
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トの同等品も含めて、そういったことに対

応可能な業者になってくるだろうと考えて

ございます。 

 また、今回、１,９００万円弱ということ

で、かなりの高額な経費でございます。 

 先ほど申し上げましたとおり、税の給報

入力も、今回、無料のトライアルをやらせ

ていただいたり、いろいろな形で効果性を

確認させていただいた上で、予算の計上を

させていただいているところでございま

す。 

 先ほども言いましたとおり、例えば、介

護認定の結果とか、今まで項目が多くて相

当時間のかかっている作業は、今御説明さ

せていただいたもののほかにも数多くあり

ます。 

 実際に何件ぐらいかという御質問で、

今、具体的な件数をお話しできないのです

が、より定型的な業務は全て推進していく

形でやっていけたらなと考えております。 

 今回、費用対効果の部分もあろうかと思

いますけれども、今まで行っていた業務を

違う時間で違う業務に振り替えてやれるこ

とで、よりよい行政サービスの提供を考え

た上では、そういった視点も持ち合わせて

今回の導入を図っているということで御理

解いただきたいと思います。 

 次に、保守費用の関係でございます。２

６３万円ということで、こちらは、議員か

らお話がございましたとおり、毎年、この

金額が今後かかっていくということで予定

してございます。 

 保守の内容でございますけれども、現

在、導入の段階にあっては、いろいろな導

入支援、導入サポートも含めた形での保守

となってきますが、実際に導入が図られた

後につきましては、サポートセンターとい

うものが設置されますので、そちらでの電

話連絡、また、メーカー、代理店等が直接

役場に出向いていただいて、様々な不具合

の対応、対処とか、シナリオの作成に当た

っての一定の支援は図られていくだろうと

いうことを確認させていただいておりま

す。 

 最後に、バージョンアップの関係でござ

います。 

 こういったソフトは、無償の保守期間が

割と短かめに設定されていまして、今回の

ソフトにつきましても、大体５年ぐらいが

無償の保証期間だと言われてございます。

ただ、６年目以降につきましては、それが

無償であるのか、有償であるのか、今後の

状況を見ながらということになりますが、

例えば、６年目以降が無保証の保守という

ことになれば、当然ながら、また改めてバ

ージョンアップも次期検討をしていく必要

が出てくるのだろうと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） １点だけ、端末が

６か所で使用できるようになるということ

で、考え方としては、各部に最低でも１台

はあるという認識でよろしいのでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（関 弘法君） 今、設置を想

定しておりますのは、町民生活部に２台で

す。これは住基系とのリンクが多いという

ことです。あとは、福祉部に２台、こちら

はマイナンバー系のリンクが多いというこ

とです。それと、総務部に２台、ふるさと

納税系でインターネット系のやり取りが多

いということもあります。現在はその３か

所ですが、他の職員につきましては、そち

らのパソコンを共用でいろいろな作業をし

ていただくことを想定しておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 戸澤議員と同じ箇

所になります。 

 ９７ページのデジタルトランスフォーメ

ーション対策業務委託料についてですけれ
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ども、戸澤議員からの質問に対する答弁の

中で２点ほど質問したいことがあります。 

 まず、先ほど、税のトライアルをしたと

いうことですけれども、その中でどれぐら

いの時間短縮が望めたのか、また、作業の

自動化によって短縮になるということです

けれども、これによって会計年度職員など

の雇用に影響が出ないのかだけお伺いいた

します。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（関 弘法君） 御答弁申し上

げます。 

 まず、トライアルの実施をしたというこ

とで、税の給報入力につきまして、数字的

なお話をしますと、これまでは、例えば給

報の１０万円当たりを処理するために４０

分かかっていましたが、今回のトライアル

では１０万円当たり約２２分ということ

で、５割程度の時間的な削減が図られると

いう結果をいただいてございます。 

 また、二つ目の会計年度の雇用の関係で

ございますが、先ほどもお話をいたしまし

たけれども、よりよい行政サービスを提供

するということが今回の最大の目的でござ

いますが、ＲＰＡで行えることはＲＰＡで

しっかり行った中で、空いた時間で違った

業務に向かっていくといった視点も持ち合

わせてございますので、これまでの会計年

度の任用につきましての影響はないものと

考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 私も同じ９７ペー

ジのデジタルトランスフォーメーション対

策事業委託料に関して、内容については一

定の理解をしたところですが、これらを業

務委託するに当たりまして、いつからこう

いう検討がされていたのか、そしてまた、

令和４年度に導入するタイミングはどうい

う判断だったのか、お答え願います。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（関 弘法君） 現在、デジタ

ル化につきましては、国を挙げて推進を図

っているということでございます。 

 具体的には、令和３年度、本年度におき

まして、今後の美幌町のデジタル化をどう

推進していくのか、そういったことを協議

したところでございます。その結果、令和

３年１２月には、美幌町のデジタル化をど

う進めていくのかというＤＸの推進計画も

策定させていただいたところでございま

す。 

 今回、その計画の中におきましても、今

回のＲＰＡの利用促進につきましては、行

政機能の強化という範囲の中で計画の中に

示させていただいているところでございま

す。 

 計画にも採用させていただいています

が、今回は令和４年度の実施ということで

ございますが、国におきましても、こうい

ったデジタル化を当然進めているというこ

とで、国の補助につきましても、令和４年

度の単年度で事業が設置されているという

こともございますし、こういったデジタル

化をいち早く推進していくという意味から

も、令和４年度からの実施と考えたところ

でございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 同じく９７ページ

の電算システム事業のうち、オンライン手

続導入業務委託料１,１６２万４,０００円

につきまして、業務の内容、特に窓口業務

で変化することなどについて、御説明をお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（関 弘法君） 御答弁申し上

げます。 

 オンライン手続導入業務委託料でござい

ますが、これまで、役場への各種申請につ

きましては、紙の申請書による直接申請が

基本となってございましたが、今回、一部
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の申請につきましてオンライン手続を可能

にして、町民の方の利便性向上を図るため

に、その導入に必要な業務を委託しようと

いうものでございます。 

 業務の内容でございますけれども、オン

ライン手続を可能とするため、国が運営い

たしますオンラインサービスであるマイナ

ポータルと役場の基幹システム等をつなぐ

ための連携サーバー、そして、申請を行う

ためのシステムの導入業務について委託を

するものでございます。 

 今回、オンライン化を行うものが、子育

て、介護に関する２６の手続でございま

す。 

 こちらにつきまして、国において、地方

公共団体が優先的にオンライン化を推進す

べき手続として示されているものでござい

ますが、今回の導入につきましては、国の

補助事業により実施を行うということで、

その補助要件ともなっているところでござ

います。 

 今後、オンライン化がなされた場合、対

面の対応に加え、非対面での対応も可能と

なります。つまり、非対面、オンラインの

場合につきましては、マイナンバーカード

の取得は必須となってくるところでござい

ますが、役場へ来庁することなく、申請

は、マイナンバーカードを読み取ることが

できるスマートフォンやパソコンをご使用

いただいた中で、直接、マイナポータルに

より申請を行うこととなります。 

 また、職員の業務につきましても、申請

の受理、確認作業については、紙ベースの

やり取りからオンライン上に変更となるな

ど、対面から非対面への変更がございます

けれども、大きく作業内容に変更は生じな

いものと考えてございます。 

 なお、オンライン手続が可能となります

けれども、これまでの窓口での直接申請に

つきましても、これまでどおり継続して対

応してまいりたいと考えてございますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 今回、補助対象

で、子育て関係、介護関係のものをマイナ

ポータルを活用して実施するということで

すが、住民票とか各種証明書など、非常に

需要が高い手続もあると思うのです。 

 補助対象ではなかったから導入できなか

ったのか、まだシステム上できないのか、

今後導入するとしたらいつ頃になるのか、

それについて教えていただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（関 弘法君） 今、戸澤議員

からお話があったとおり、今回の２６項目

に限らず、町としましては、引き続き、こ

れ以外につきましても推進を図っていきた

いと基本的に考えてございます。 

 今回、補助事業がこの２６項目だったと

いうこともありますので、まずはここから

スタートをさせていただきたいと考えてい

るところでございます。 

 今回の２６項目のパッケージを国で用意

して、それがメーカーに降りていく流れに

なるのですが、実際のシステムに係る開発

されるパッケージが令和４年１２月ぐらい

をめどに示されるのではないかという情報

をいただいているところでございます。 

 そういった意味からも、２６項目以外の

ものにつきましても、順次、そういったシ

ステムの開発がされていった中で、当町と

しても同じく推進を図っていきたいと考え

てございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 続いて、９９ペー

ジになります。 

 防災対策事業の防災訓練に係る経費とし

て３８万円とありますが、防災訓練の内容

について御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 
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○危機対策課長（弓山 俊君） 御答弁申

し上げます。 

 地域防災・減災力の強化を図るため、３

年に一度、町は総合防災訓練を実施してお

り、令和４年度開催に向けて、自治会連合

会及び関係機関とは現在も協議を重ねてお

ります。 

 現段階の構想となりますが、開催は１０

月２日の日曜日を軸に調整しているところ

でございます。 

 訓練目的ですが、昨年、全国で線状降水

帯による災害が多く発生し、甚大な被害を

もたらしていることから、町の応急対策や

町民の自主防災への意識、能力の向上、ま

たは自主防災組織及び防災関係機関との連

携強化をいま一度図るため、豪雨災害を想

定した水防訓練を実施したいと考えており

ます。 

 訓練場所は、美幌中学校を想定しており

ます。 

 訓練参加者は、コロナ感染予防を主眼と

する考えから、自治会連合会と調整を図

り、浸水地区の自治会を対象とした上で募

集を行ってまいります。 

 参加人数は２００名としておりますが、

今後の感染状況も考慮した上で決めてまい

りたいと思っています。 

 訓練の内容ですが、前回の総合防災訓練

の際に、展示型の訓練に対しての御意見を

多くいただいたことから、参加体験型の訓

練を中心に検討を進めております。防災関

係機関の協力を得ながら、参加者を班分け

した上で、演習、講話などを順番に受講し

ていただくことで考えております。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） たしか３年前に初

めて美幌町としての防災訓練をして、来年

度が２回目ということで、毎年、自治会が

４等分して東西南北で１回やっていると思

うのですけれども、美幌町が町としてやる

のであれば、自治会連合会がやっているも

のよりも充実した訓練にすべきではないか

と思いますし、町民の参加者がこの訓練に

参加してよかったなと思えるような訓練に

ぜひしていただきたいと思います。前回の

訓練でよかった点もあると思うのですが、

問題だった点が多々あったと思うのです。

それを踏まえて、今回、参加型にしたと思

うのですけれども、それ以外にもまだまだ

たくさん御意見があったと思うのです。 

 その中で、何を重視して水防を選んで参

加型にしたのか、あるいは、こういうとき

ぐらいもう少しお金をかけて、民間の力を

借りて、ビッグサイトとかいろいろやって

いると思うのですけれども、そういう企画

会社にお願いしてやるとか、やる方法はい

ろいろ考えられたと思うのです。もう少し

多く町民の方が見て分かる、聞いて分か

る、触って分かるような防災訓練をぜひや

っていただきたいと思ったのですが、前回

の反省から何を重視して今回の参加型水防

訓練になったのかについて御説明いただけ

ればと思います。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 戸澤議員

の御質問にお答えいたします。 

 まず、前回の反省を踏まえて、今回、何

を重視しているかという点ですけれども、

前回の訓練のときにメイン会場を美幌小学

校に据えまして、２小学校、中学校をサブ

会場として、一旦避難した方を一堂にまた

集めて、美幌小学校で訓練を見てもらう形

を取っていました。 

 その中で、移動するのは時間が大変もっ

たいないですし、訓練をただ見ているだけ

であれば間延びする部分も出てきますの

で、今回は訓練の時間を区切りまして、参

加してもらって、なるべく体験してもらう

ということを考えております。 

 また、民間の力を借りることを考えない

のかということでありますが、今後、訓練
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の詳細を詰めていく段階で、当然、関係機

関の協力を得ながら演習項目を考えてまい

ります。その中で、例えば、感染症に関し

ても、実施して問題等が起きないかどうか

の確認も、協定を結んでいる会社と連携を

取るか、もしくは、今、感染症の関係で、

日赤看護大学の根本教授と何回かお話しさ

せていただいていますので、今回、訓練す

る際に何かアドバイスをもらえるようであ

れば、順次、連絡等を取ってまいりたいと

考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） せっかく町が計画

する３年に１回の防災訓練は、今年は始ま

って２回目です。また、コロナの関係で、

実際に参加できる町民の方も少ないという

ことで、ぜひ参加されない町民に対して

も、美幌町としてこういう計画をして防災

訓練をやっているということと、ワンポイ

ントでもいいですから、水の被害に遭った

ときにはこういうことに気をつけましょう

というものも含めて宣伝できるような、宣

伝してから訓練をするような訓練にしてい

ただきたいと思いますが、いかがでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 訓練は１

０月２日を想定していますけれども、今、

議員がおっしゃったとおり、その前の早い

段階で、広報紙等を使って、町民向けの防

災に関する広報活動ができるよう考えてま

いりたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 内容については、

今の戸澤議員への説明で大体理解したとこ

ろですが、開催は１０月２日を軸に調整し

ているということですけれども、なぜこの

辺の日なのかということを伺います。 

 また、要望としましては、北海道は１年

の半分が冬ですので、今後、冬の実施も視

野に入れた検討をお願いしたいということ

と、１０月２日が晴れの日とは限りません

が、強い台風ですと参加者のけがなどのお

それがありますけれども、災害を想定して

のいろいろな体験ということであれば、多

少であれば天候にかかわらず実施をすると

いう方向でぜひ行っていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 稲垣議員

の質問にお答えしたいと思います。 

 今、１０月２日想定ということで進めて

いるのですけれども、時期につきまして

は、防災の他の訓練等の計画状況を見なが

ら、１０月、秋の始まりにさせていただい

ております。 

 また、今後は冬の実施を考えないのかと

いう質問でありますが、総合防災訓練の中

で、今後、災害はいつ発生するか分からな

いということもありますし、当然、冬の災

害発生に備えた訓練も必要と考えますの

で、今後、日赤看護大学や道、関係機関な

どと協議の上、総合防災訓練に取り入れる

かどうかを検討しながら考えてまいりたい

と思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 同じ項目になりま

す。 

 私は何度か質問したと思うのですけれど

も、今回、防災訓練に当たって、以前、役

場の車両を利用してスピーカーで避難訓練

を呼びかけた経緯があると思います。その

中で、聞こえなかったという声が町民から

上がっておりますけれども、今回、この点

について改良点が何かあるのかをお聞かせ

いただきたいと思います。 

 また、これも何回か一般質問しています

けれども、海外研修生や聾者、視覚障がい
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者等の避難訓練等の計画があるのか、お聞

かせいただければと思います。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 藤原議員

の御質問にお答えしたいと思います。 

 車両のスピーカー等の広報に関しまして

は、スピーカー自体が聞こえづらかったと

いうことがありましたので、今後、そこら

辺の周知の方法については考えてまいりた

いと思っております。 

 また、会場内でのスピーカー等の音量に

関しては、予算で令和４年度にモバイルス

ピーカーを購入できましたら、屋外の音響

に関してはそちらを活用してまいりたいと

考えております。 

 海外研修生の研修に関しましては、今の

段階ではいつ頃開催するというところまで

は想定していませんけれども、必要だと考

えておりますので、今後検討してまいりた

いと思っております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 聾者と視覚障がい

者の関係はどうでしょうか。災害訓練の関

係です。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 障がい者

の方の訓練につきましても、今後、どうい

う部分で訓練が必要になるかも検討しなが

ら考えてまいりたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は、１４時４５分といたします。 

午後 ２時２９分 休憩 

─────────────────── 

午後 ２時４５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和４年度美幌町一般会計予

算についての質疑を行います。 

 １番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君） ９９ページになり

ます。 

 工事請負費のうち、庁舎防災資機材備蓄

倉庫建設工事４,６１８万２,０００円につ

いてお伺いいたします。 

 設計したほうが使い勝手がよいと思うの

ですが、既製品を使用した場合と既製品を

使用しない場合の建設費の差異について、

御説明いただきたいと思います。 

 また、報徳に現在ある防災資機材庫との

すみ分け等についても、説明をお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 戸澤議員

の質問にお答えいたします。 

 昨年、実施設計に入る段階で、倉庫をど

のような構造にしていくか、建設担当とも

協議を重ね、まずは収納する資機材の種類

と量を把握し、収納方法や搬出、搬入に適

した方法を試案した結果、平屋建てを選択

いたしました。その上で、注文あるいは既

製も視野に入れ、容量の確保と程度、耐震

及び耐久性などを比較した結果、既製品に

決めました。 

 仮に、注文による建築にしますと、今回

建設する倉庫の規模であれば、工事費は６,

５００万円となります。 

 倉庫建設に当たり、防災資機材の保管に

ついては、一括管理が理想ではあります

が、限られた場所と運搬で必要になる人員

などを考慮すると、新設する倉庫には、避

難所開設の際、一時的に使用する資機材の

集約を図り、即時搬送するための拠点倉庫

にしたい考えでおります。 

 また、既存の報徳防災資機材備蓄倉庫に

は、２次的に使用する資機材を収納、備蓄

したいと考えております。 

 なお、１次的資機材としましては、ジョ

イント型パーティション、テント型のパー

ティション、段ボールベッド、毛布などを

収納いたします。２次的資機材としまして

は、中型発電機や小型発電機、照明器具、



－ 282 － 

備蓄燃料、救命胴衣などを収納いたしま

す。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 戸澤議員と同じ質

問の項目になります。 

 その中で２点ほど教えていただきたいの

ですけれども、まず、今回の倉庫の基礎に

ついての考え方についてです。 

 今、庁舎建設のところの車庫には、大き

い基礎ぐいを打っていると思います。この

防災倉庫にも基礎ぐい等は施工するのかを

お聞きするのと、北側に土留めの施工の考

えがあるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 藤原議員

の質問にお答えいたしたいと思います。 

 まず、基礎の考え方でございますが、基

礎に関しましては、今回、地盤調査を行っ

た上で、構造物の大きさにより基礎の深さ

が決まりますので、今回の倉庫は、布基礎

の深さを１メートル入れる予定でおりま

す。くい等に関しては、入れません。 

 北側の土留めに関してですが、北側自体

の雨水の流水を考えまして、今回は張り芝

にする予定です。また、その張り芝の手前

に導水縁石をはわせまして、雨水の流出を

防ぐよう考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 地形のことが分か

らないのですが、今、雨水の関係で縁石だ

けと答弁されておりましたけれども、例え

ば、これに雨水ますを１個つけるとか、ト

ラフでその雨水を受けるとか、そういう考

え方がないのかだけお願いします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 敷地内の水処

理のお尋ねだと思います。 

 事前に検証した結果、こちらについて

は、敷地内に雨水ますを１か所設けること

で対応できるということになってございま

す。 

 いずれにしても、敷地内をきちんと整備

した中で、有効な敷地活用、そして、災害

の初動体制を構築する上では役場の庁舎の

隣接地にこういった倉庫が必要と考えてご

ざいますので、御理解のほどをよろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 同じ項目です。 

 防災の訓練に関わって、美幌町として

は、線状降水帯による災害が発生して、水

があふれて大変だということに注目して訓

練をする、こういうことでした。 

 私も、美幌町における大きな災害でまず

考えられるのは水害だろうと思うのです

が、今回、場所の問題と使用の目的が極め

て限定的なので、この程度の場所にすると

いうことは分かりますが、同時に、一元管

理の必要性を感じています。 

 水があふれたときに、報徳の発電機など

が使えない状態になると思っているので

す。そのときに、非常に寒い段階で、電気

なども必要ということも、本来、第一義的

な備蓄の中に入れるべきではないかと思っ

ているのです。敷地面積などが小さいの

で、十分な容量が得られないから平屋建て

でということで果たしていいのかと思って

いて、平屋建てを選んだことについて大変

疑問を感じているのです。面積が小さいか

らやむを得ないで済むのかという点です

が、いかがですか。合計３か所になるので

すか。 

 旧美中と報徳と今回の場所という点で言

えば、容量的にはそれらも含めて考えるべ

きではないかと思うのですが、いかがでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 大江議員
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の質問にお答えしたいと思います。 

 先ほども答弁の中で、保管については一

括管理が理想と述べさせていただきました

が、まず、資機材を運ぶ労力のことを考え

た中で、当然、役場の近くに防災資機材倉

庫を置きたいという考えがあります。 

 そこで、まず、避難所を開設するのに必

要なマット類は各小中学校に保管している

のですけれども、その次に、今で言うとコ

ロナの感染の関係の資機材に関しまして

は、各小中学校に置くスペースは今のとこ

ろありませんので、そのスペースをまず確

保したいので役場の近くの倉庫にそれを置

きたいということから始まっております。 

 まずは資機材を運び出して、それにかか

る労力としてすぐ近くの庁舎から人数を送

られるという点と、先ほども言いましたよ

うに、面積に関しては規制があります。ま

た、運び出しが必要になってくる場合、平

屋で人員が動きやすいということを考えた

中で平屋建てにしたということがございま

す。 

 そういうことで、２次的資機材も必要に

はなりますが、機械を使って運べる分につ

いて、今、報徳に集めている状況でありま

すので、御理解をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 災害の備蓄倉庫と

いうことで、より一体的に考えるべきでは

ないかと思うのです。 

 ２次的資材は報徳ということで、中身を

見ますと、発電機、照明器具、備蓄燃料、

救命胴衣などです。何年か前に、美幌の一

地域が洪水で全国ニュースになりました

ね。私のところにも連絡が来ましたけれど

も、やはり、水のつく場所については、美

幌川の浚渫、掘削や擁壁を高くしたりする

のは簡単ではないです。水が浸かったとし

たら救命胴衣は必要だし、発電機は必要だ

し、第一義的なものはまだあると思うので

す。そういう点で、今回の庁舎北側の場所

だけではクリアできない問題、課題を抱え

ているのではないかと思います。 

 たまたま空き地が出た、使える、ではど

ういう規模でと考えたのかもしれませんけ

れども、これで万全だとは言い難い中身に

なっていると私は思います。 

 別のところで申し上げたのですけれど

も、２メートル４０センチぐらいの平屋で

収容できる物品というのは、たかが知れて

います。それから、重機を急いで搬出する

とすれば、人力になるのではないかという

思いがあるのです。それでいいのか。スピ

ード対応も十分できないと思うのです。 

 そういう点で、大いに議論の余地がある

問題だということは申し上げておきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいま、大

江議員から数々の御指摘をいただきまし

た。 

 資機材の一括管理が理想というのは、私

もそのように認識しております。 

 今回、町では、計画的に資機材を備蓄し

てきたわけでありますけれども、特に、市

街地区においては、各小中学校が５校ござ

いまして、一定の収容人数があるというこ

とで、それぞれの学校に避難所開設時の資

機材を備蓄することで、小さな物置を設置

して一定の資機材を確保している状況にご

ざいます。 

 そうした中で、今回、令和２年２月に新

型コロナウイルス感染症が拡大いたしまし

た。その後、避難所の感染症対策も講じる

べきという国の指示もございまして、さら

に資機材が必要になってきた現状にござい

ます。 

 そういった資機材については、各学校の

倉庫に入れる想定をしておりませんで、今

回、庁舎の建設も同時期に進んでございま

したので、隣接する北側の敷地に倉庫を建

設し、避難所開設時に必要な追加の資機材

を一定程度保管したいというのが趣旨でご
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ざいます。 

 ただ、大江議員から御指摘があったとお

り、避難所が開設されれば、発電機等の分

についても当然必要なことが想定されま

す。つきましては、今回の備蓄倉庫が全て

完結ということではなくて、先ほどの繰り

返しになりますけれども、感染の資機材を

今配備してきておりますので、そういった

現状の中で、避難所開設という緊急事態に

対応できる環境を整えるために、庁舎の隣

接地にこういった資機材を保管させていた

だきたい。ついては、各学校にこういった

資材をもし分散保管できることになれば、

それがベストであります。 

 そうなれば、この資機材の倉庫にまた新

たなものを入れるということも可能になっ

てございますので、今後もいろいろな角度

から引き続き検証していきたいと考えてお

ります。 

 いずれにしても、２０１６年、平成２８

年だったと思いますが、日の出地区で冠水

や浸水被害が発生して、記憶では、当時１

２１名の方がバス等で避難をされたはずで

す。やはり、その地域に住んでおられる方

は非常に不安を抱えながら生活をされてい

ると思いますし、緊急時、不測の事態にし

っかり対応できるというのが行政の本務だ

と思いますので、少しでもそのような体制

を整えていきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） ９９ページの総務

費の陸上自衛隊美幌駐屯部隊充実整備期成

会負担金３８０万円について、整備事業の

内訳、詳細をお教えください。 

○議長（大原 昇君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（弓山 俊君） 伊藤議員

の質問にお答えいたします。 

 令和４年度陸上自衛隊美幌駐屯部隊充実

整備期成会の活動内容についてですが、大

きくは例年と同様の計画を予定しておりま

す。特に、令和４年度末に改編が予定され

ております即応機動連隊への編成完結に向

けて、人員の充足、装備の充実が図られる

よう、防衛省への陳情活動を引き続き実施

していく予定でおります。 

 また、即応機動連隊の改編と第１０１特

科大隊の部隊廃止に係る記念事業の実施に

向けて、関係者と協議してまいりたいと思

っております。 

 いずれにしましても、駐屯地の改編に向

けた準備が円滑に進むよう、先に改編が完

了したまちなどからも情報を得ながら、美

幌駐屯地との連絡調整を密に進めてまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 課長の答弁では、

即応機動連隊の編成完結に向けて、引き続

き同様の陳情活動を行うとしていますけれ

ども、近々の話では、ロシア、ウクライナ

の関係が悪化しておりますので、北方領土

を抱えた北海道はさらなる陳情強化が必要

と考えますが、新規の活動があればお伺い

したいと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 御答弁を申し

上げます。 

 本町議会におきましても、今回、決議案

が採決されてございます。現在、ロシア連

邦によるウクライナへの侵略で、武力によ

る一方的な現状変更が進んでいる状況でご

ざいます。また、御指摘のとおり、北方領

土には地対空ミサイルのシステムが実戦配

備されているということで、我が国の安全

保障環境はかなり不確実性が増している状

況だと認識しております。 

 現在、国においては、国家安全保障戦

略、防衛計画の大綱、中期防衛力整備計画

について、たしか年内をめどに改定を目指

して協議が進んでいると認識してございま

して、そういった中に北海道の東部に位置



－ 285 － 

する美幌の駐屯地の充実と強化を求めて、

新たな陳情活動を展開していきたいと考え

てございますが、具体的にどのような陳情

内容にするかについては、今後、期成会の

役員等で協議検討を重ねていくことになっ

ておりますので、どうか御理解をいただけ

ればと思います。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 伊藤議員と同じ

く、諸費です。伊藤議員と同じような内容

になるかと思いますけれども、今回、改編

ということで、一時的に増えます。その

後、即年次を待たずに減るか増えるか分か

りませんが、そういう動きも始まっている

という中で、美幌町においては、自衛隊員

が増える、減るによって町政にかなり影響

があります。これは昔からそうですけれど

も、自衛隊を抱えているまちでは、防衛省

に陳情の攻勢をかけているという話もかな

り聞きます。美幌もそれに倣ってやっては

いるのですけれども、本当にこれで大丈夫

かなという思いがあるものですから、今後

の増員対策を防衛省に向けてどのように陳

情していくのか、伺います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 美幌としてどうし

ていくかということについては、先ほど、

伊藤議員の御質問に対して総務部長が答弁

をしたところであります。 

 まず、美幌町だけではなくて、今、北海

道のそれぞれの町村にある防衛に関わる基

地、私どもは、今、駐連協という組織の中

において副会長をさせていただいていま

す。 

 そういう中で、今回、２月の末日に、防

衛省というよりも、自民党の防衛部会、安

全保障の委員会が開かれていて、新たな計

画に向けて提言をするということで、そこ

へ要望をしてまいりました。 

 あわせて、議員会館に寄ってきたとき

に、私どもに関わる地元選出の議員の皆さ

んに来ていただいて、いろいろアドバイス

をしていただきました。 

 ですから、議員が心配されるようなこと

については、今後、美幌町としても、出向

いたときに、まず一つは、北海道全体のこ

とも含めた美幌ということもしっかりと見

据えた中で要望等をしていきたいと思いま

す。 

 内容等については、先ほど部長が答弁し

たとおりですが、今回、皆さんが言われた

のは、即応機動連隊としての改編がされる

ことに対しては、美幌としてはよかったけ

れども、その後はどうするのかということ

を皆さんは非常に心配されておりました。

今、ロシアがああいう形でいることに対し

て私も憤りを感じていますが、北の守りを

ということではなくて、総務部長が言った

ように、北方領土とか、私どもに接するロ

シア軍がここにいろいろな配備をされてい

ることに私どもがそれにどう対応していく

かということを考えながら、アドバイスを

いただいた中で、より具体的なものを示し

て、国に要望、陳情をしていきたいと思い

ます。 

 御理解のほどをよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、１項総務

管理費を終わります。 

 次に、２項徴税費、１００ページから１

０３ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、２項徴税費を終わります。 

 次に、４項選挙費、１０２ページから１

０５ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 
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 これで、４項選挙費を終わります。 

 次に、５項統計調査費のうち、１目統計

調査費、１０６ページから１０７ページま

での質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、５項統計調査費のうち、１目統

計調査費を終わります。 

 次に、６項監査委員費、１０６ページか

ら１０７ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、６項監査委員費を終わります。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１５時１６分といたします。 

午後 ３時１３分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ３時１６分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和４年度美幌町一般会計予

算についての質疑を許します。 

 次に、３款民生費、１項社会福祉費、１

０８ページから１１９ページまでの質疑を

許します。 

 ４番髙橋秀明さん。 

○４番（髙橋秀明君） それでは、１０９

ページ、社会福祉総務費のピポロアイヌ文

化協会補助金３万５,０００円の補助金内訳

及び金額算定の根拠についてお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（片平英樹君） それで

は、私から、補助金については、アイヌ文

化の伝承、保存、普及啓発の活動を実施し

ているピポロアイヌ文化協会に対しまし

て、活動経費の一部を補助するものです。 

 御質問の補助金の内訳ですけれども、活

動経費のうち、会議費や事務費、旅費や研

修費などで、具体的には、総会に係る経費

とか、伝統手法であるござ編みの原料とな

る植物のガマの採取などの活動経費となっ

ております。 

 金額の算定根拠につきましては、協会か

らの補助要望額に基づきまして、美幌町補

助金等交付規則などの規定に沿って、対象

となる経費について予算算定をしておりま

す。 

 新年度につきましては、要望額全てが補

助対象経費でしたので、要望額の全額を補

助する予定でおります。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 要望額全てが補助

金ということで、３万５,０００円ですから

そうなのでしょうけれども、特にアイヌ問

題は、もともと旧土人保護法から最近では

アイヌ新法ということで、アイヌの皆さん

が北海道の先住民族であると。先住民族と

は何かというと、大きく捉えれば北海道の

地主家という話になってしまって、法的に

はそこにはまだ至っていませんけれども、

新法の中では、大儀的に、アイヌの人々が

民族としての誇りを持って生活をすること

ができ、その誇りが尊重される社会の実現

を図ると書いてあるのです。その財源も用

意はしてあるので、国と地方自治体で完全

に賄いなさいということがうたってありま

す。 

 ただ、ウポポイのように、あちらはもと

もと活動が活発な場所でしたから、当然、

ああいうことになるのだろうと思いますけ

れども、道東方面にもアイヌ民族の方は

綿々といらっしゃいます。その活動につい

て、まず、この対応部署が福祉部というの

が僕は解せなくて、どちらかというと社会

教育のほうかと思いながらの質問ですが、

今、協会の皆さんも活動が停滞しているよ

うでありますけれども、今後、動きが活発

になって、いろいろな活動をするといった

場合に、その要望に全て応える用意という
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か、心積もりがあるのかを聞きたいと思い

ます。 

 これは、ぜひ町長に伺いたいのです。よ

ろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回、ピポロアイ

ヌ文化協会の補助ということで、少ない金

額でありますが、補助をさせていただくと

いうことです。今、御質問の中に、アイヌ

新法ができたことによって、言うならばア

イヌ政策推進交付金がありますが、この補

助金を使って事業を実施しているというこ

とがあまりないような状況です。 

 今後、皆さんからそういう要望があった

ときに、この交付金事業にうまく当てはま

るかどうかということを検討させていただ

いた中で、対応をしっかりしていく必要が

あると思っておりますので、御理解いただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） この地区は、意外

と活動が薄いという話をしましたが、道東

ということでは、私も行ってきたのですけ

れども、白糠町では、町営で交流施設を建

てて、アイヌ協会の皆さんが直接運営をし

ています。私もそこへ行って内容を聞いて

きたのですけれども、町の集会所のような

形で運営されていて、そこでアイヌ文化の

いろいろな活動をされていましたので、今

後、そういう施設も含めて考えていただき

たいなと思いますけれども、再度、町長に

伺います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、議員がおっし

ゃったように、白糠が伝統的なコタンの再

生整備ということで施設をつくったり、標

茶でも、もともとそういうベースがあっ

て、それを今も皆さんでという話が基本だ

と思うのです。 

 私も、新法ができたときにそういう実態

をしっかり調べさせてもらいましたし、博

物館も、社会教育という中で、いろいろな

関わり、言うならば当時の文化を伝えると

いうこともしっかりやっていただいており

ますので、そういう希望が出てきたとき

に、町が積極的にこういう施設をつくりま

すよと言うのはなかなか難しいと思ってい

ます。ただ、皆さんがそういうものをこの

地区としても必要だということに対して

は、しっかり前向きに検討する必要がある

と思っています。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） １１１ページ、社

会福祉施設費、コミュニティセンタートイ

レ洋式化改修工事７７０万３,０００円、工

事詳細内訳及び洋式化未設置箇所について

教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（片平英樹君） 私から、

コミセンのトイレの洋式化の改修工事につ

きまして御説明します。 

 改修工事につきましては、洋式化により

まして、使いやすく、プライバシーへの配

慮や感染防止を図るために実施するものと

なっております。 

 前後しますけれども、まず、御質問があ

りました洋式化の未設置箇所ですけれど

も、今回、改修工事をやらせてもらうこと

で、全て改修されまして、全て洋式トイレ

になる見込みです。 

 続いて、御質問の工事詳細内訳について

ですけれども、記載のとおり、男子トイ

レ、女子トイレとも、１基ずつある和式便

器を洋式便器へ取り替えるとともに、手狭

となっています個室ブースを拡幅いたしま

す。 

 記載のとおり、男女とも便器は１基ずつ

減りますけれども、スペースを広くすると

いうことで、さらに利便性が高くなると見

込んでおります。 

 次に、多目的トイレについてですけれど
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も、こちらも洋式便器１基の取り替えのほ

かに、折り畳み式のベビーシートなどの新

設と、手洗いの蛇口を自動水栓蛇口へ取り

替えまして、子育て世帯への配慮と感染防

止を図ってまいります。 

 また、現在、出入口のドアがないことか

ら、男女トイレと共用部の手洗い場の３か

所の出入口にドアを新設しまして、プライ

バシーの配慮を行いたいと考えておりま

す。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） １１１ページの

美幌町成年後見支援センター業務委託料１

１５万８,０００円についてお聞きします。 

 令和２年度、令和３年度の利用人数につ

いてお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁申

し上げます。 

 成年後見支援センターの業務委託料の令

和２年度、令和３年度の利用人数でござい

ます。 

 まず、金銭管理等の相談実績は、令和２

年度が１５件、令和３年度が８件となって

おります。 

 次に、社会福祉協議会自体が後見・保

佐・補助業務を受任する実績は、令和２年

度が６件、令和３年度が７件となっており

ます。 

 三つ目、日常生活支援事業ということ

で、こちらも金銭管理とか福祉サービスの

利用援助が主になるのですが、こちらは社

会福祉協議会と御本人が契約をする形にな

ります。令和２年度が６名、令和３年度が

７名となっております。 

 最後に、研修講座でございます。住民啓

発講座は町民向けの講座になっており、そ

の隣のフォローアップ研修が市民後見人向

けの講座となっておりまして、令和２年度

はそれぞれ１回ずつ開催しておりますが、

令和３年度はコロナによる緊急事態宣言等

で実施ができておりません。 

 よろしくお願いいたします。以上でござ

います。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） これは、社会福

祉協議会が受けてやっているということで

すが、頼んでいる人に費用は発生するのか

どうかを確認したいと思います。 

 これは、一般に言う成年後見支援制度と

は違うのではないかと思うのですけれど

も、相談実績を見たら、こういうことでは

ないかと思っています。例えば、高齢にな

って、少し認知がかかっていて独り暮らし

をしている方が非常に多いのですが、そん

なときに、遠く離れた娘さんなり息子さん

なりから、日々の暮らしに使うようなお金

の管理をお願いしたいというときにはこれ

を使えるのでしょうか。その辺の実態はど

うなっていますか。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 まず、無料か有料かという御質問でござ

いますが、相談業務については全て無料に

なっております。日常生活支援事業のみ単

価が設定されておりまして、１回１時間程

度の利用で１,２００円プラス生活支援員の

交通費の実費となっております。 

 相談実績は、おっしゃるとおり、例え

ば、令和３年度は８件ございますが、この

中で高齢者が４件、障がい者が２件、その

他２件ということで、御本人以外に家族の

方も含めて相談に来ている状況にございま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 同じく１１１ペ

ージで、介護職員初任者研修委託料１２６

万３,０００円ですけれども、令和３年度の
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受講者数及びその後の就労状況等について

お知らせください。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 まず、令和３年度の実施状況でございま

すが、現在まだ実施中でございまして、受

講者数が３名となっております。研修委託

業者につきましては、北見にございます日

本教育クリエイト札幌支社になります。 

 委託の期間は、令和３年１２月１日から

本年３月３１日の中の１５日間ということ

で、現在は１３回目までの講座を終了して

おりまして、１４回目が３月１６日、１５

回目が３月１９日です。 

 ３月３１日まで設定しているのは、一応

は１月、２月もあったのですが、コロナに

よる感染者等の心配から、一部、何日か遅

らせている事情がございまして、一応の委

託期間は３月３１日となっております。 

 契約金額が１２６万２,８００円です。 

 現在の就労状況ですが、こちらは令和３

年度からスタートしている事業でございま

して、１名は町内の医療機関で現在就業し

ながら受講しております。残りの２名につ

きましては、医療機関、福祉機関ではない

未就職者となっており、現在のところ、そ

の後の就労状況については未定となってお

ります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 介護保険が始ま

る頃は、介護職の研修がすごく盛んで、た

くさんの方が受講して資格を取得したと思

うのです。町も補助を出していました。と

ころが、取得者が介護職を離れるという大

きな問題があります。介護職員の初任者研

修から、その後も何回かあっていろいろと

スキルアップしていくのでしょうけれど

も、そういう機会がだんだん減ってきてい

るのではないかと思っています。 

 繰り返しになりますけれども、研修を受

けた者がその職に就かないという課題があ

ります。例えば、２名については未就職と

いうことですけれども、後日、その理由を

聞くとか、受講のしっ放しでなくて、どう

いう理由で就かないのかというところにも

踏み込んでいく必要があるのではないかと

思います。例えば、コロナ禍ですから大変

難しいこともありますけれども、１２月１

日から３月３１日までという意外と短い期

間ですが、こういうことこそ、広域的にや

れば回数がもっと増えて、研修する方が自

分の都合に合わせて研修できる機会をもっ

と多くすることができるのではないかと思

いますので、広域的に取り組むということ

を頭に入れているのかどうか、お聞かせく

ださい。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 現在、未就職の２名については、福祉・

介護施設ではございませんが、パート職に

就いておりまして、当然、この研修が終わ

った後、委託業者を含めて、ぜひ美幌町内

に就職していただきたいという働きかけは

していきたいと思っております。 

 もう１点の広域で実施というのは、伝書

鳩等にも結構周知されていると思うのです

が、当初、北見で実施しており、令和２年

度までは北見で実施していたのですけれど

も、１５回の研修を北見市まで通っていく

のはなかなか厳しいだろうということで、

令和３年度については、美幌町マナビティ

ーセンターで実施していただいて、自宅か

ら通っていただけるような条件整備をして

おります。今後、当然、北見でも受けられ

ると思いますが、もともと北見で実施して

いるものですので、北見、美幌と日数も含

めて選択して、なるべく研修を受けていた

だくことを考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ
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ん。 

○１１番（上杉晃央君） １１３ページの

高齢者福祉費、介護従事者資格取得支援事

業補助金１０５万円の令和元年度から３年

度の資格別の補助実績及び見込みについて

御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 まず、令和元年度から３年度の資格別の

補助実績見込みでございます。 

 令和元年度初任者研修、こちらは上限８

万円になるのですが、３名で２３万７,５６

５円でございます。実務研修、こちらは上

限１３万円になりますが、１６名で１６６

万２,０２８円、令和元年度の計が１９名で

１８９万９,５９３円でございます。 

 続きまして、令和２年度でございます。 

 初任者研修が３名で２３万８,００４円で

ございます。実務者研修が３名で２８万４,

６０３円でございます。令和２年度の計が

６名で５２万２,６０７円でございます。 

 続きまして、令和３年度の見込みでござ

います。 

 初任者研修が５名で４０万円、実務者研

修が４名で４３万３,６０９円でございま

す。令和３年度の計は、見込みで９名、８

３万３,６０９円でございます。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今の介護従事者

資格取得支援事業費補助金の１０５万円に

ついて、上杉議員と同じですが、介護従事

者が不足している状況と思われますが、希

望者を増やす継続した取組の考え方につい

て説明願います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁申

し上げます。 

 介護従事者を増やす継続した取組です

が、上記の初任者研修・実務者研修は、平

成３０年度から介護従事者事業資格取得支

援事業を実施してございますが、これまで

４０名が資格を取得されている状況にあり

ます。ただ、いまだ介護人材の不足の解消

には至っていないと考えておりまして、ま

ずは令和３年度から、資格取得支援に加え

まして、初任者研修の町内開催、住宅準備

補助を実施しておりまして、まず令和４年

度は、しっかりとしたホームページの周知

をはじめ、各事業者に対してももう一度周

知徹底を図りながら人材の確保に努めてい

きたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 令和３年度につ

いては、いろいろ努力されて、介護従事者

の確保のために取り組んでいるとは思いま

すが、先ほど未就職者という話が出ていま

したけれども、やはり、働く条件、待遇改

善というところで、介護職に就かないで違

う職に就きたいという人たちも現実に現れ

てきているということはあります。例え

ば、美幌で介護従事者が不足しているとこ

ろの事業所と話し合った上で、環境整備と

か、待遇改善というところで調整してやる

べきではないかと考えます。そうしない

と、いつまでたっても介護従事者が増えて

いかない状況が続いていくと思いますの

で、介護従事者が働いている施設と交渉を

すべきと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁申

し上げます。 

 坂田議員がおっしゃるとおり、町内は全

般的に介護職の人材が不足している状況に

ございますので、令和３年度に制定しまし

た補助ではありますが、町内の大きい事業

所については常時募集をしている状況にあ

ると思われます。今後、どういうものが効

果的なものかということを、現在やってい

る補助事業に加えて検討してまいりたいと
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思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） しつこいようで

すが、やはり、介護職の人たちにとって

は、一番は待遇改善なのだと思います。働

きたい場所になっているかどうかが問題

で、そういうところはしっかり対応してい

くべきかなと思いますので、考え方があれ

ばお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 議員がおっし

ゃるとおり、介護職の皆さんはとても大変

なお仕事をなされている中で、待遇という

のは重要な要素の一つだと思います。 

 先ほど、課長の答弁にもございましたけ

れども、本町としましても、補助メニュー

等を作成して確保に努めているところでは

ございますが、実際に介護職を希望して、

専門学校とか高校の専門科に通われている

皆さんがどういうニーズを持っているかと

いうことをこちらが積極的にアプローチし

てニーズ調査をした上で、その方々が積極

的に本町の介護施設等に就職いただけるよ

うな形で、まずはリサーチをした上でしっ

かり制度設計して、確保対策を進めていき

たいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 同じく１１３ペ

ージの介護従事者確保対策事業補助金１２

０万円の令和３年度の補助実績の見込み及

び申請が少ない理由について、説明をいた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁申

し上げます。 

 令和３年度の補助見込み及び申請の少な

い理由でございますが、まずは見込みでご

ざいます。令和３年度見込みは、現在のと

ころ、２名で３３万６,０００円となってお

ります。申請が少ない理由としまして、町

内介護従事者の新規事業定着不足の解消を

図ることを目的に、令和３年度から、常勤

雇用として就職する介護従事者に対しまし

て住宅の準備にかかる費用を補助しており

ますが、転入による雇用実績が少なかった

ということが一つの要因と考えておりま

す。 

 令和４年度は、先ほどの御答弁と同じに

はなるのですが、各事業所に対してこの事

業を再度しっかり周知しながら、町内への

移住、定住の確保も含めて、介護人材の確

保、町外からなるべく美幌町に住んで従事

していただけるような確保につなげてまい

りたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 今年度、新たに

介護従事者支援も拡大して取り組んでいた

だきました。申請が少ないのは残念です

が、坂田議員も先ほど質問しておりました

ように、高齢者を抱えている世帯にとって

は、やはり施設依存型ですので、介護従事

者の人材確保が重要になってくるかと思い

ます。今年が２年目ということですから、

今年の実績も見て、医療従事者と同じよう

に就業支援などを含めた総合的な拡充が必

要になってくるのではないかと私自身は思

っていますので、ぜひ、新年度の実績を見

ながら、必要な拡充策について取り組んで

いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 先ほどの坂田

議員への答弁と重複してしまいますけれど

も、今回、今年度から始めた補助金につい

て試行的にやっている状況にあります。 

 ただ、その内容が生徒さん、学生さんの

実際の希望に沿っているかどうかという確

証が取れておりませんので、まず、その辺

のニーズを確認して、この条件であれば働
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こうと考える形はどんなものか、それらを

私どもが把握して、その上でしっかりと制

度設計をして、今後、確保対策を図ってま

いりたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 次に、１１５ペ

ージの緑の苑多床室個室化運営費補助金２

３５万２,０００円と、同じく緑の苑多床室

個室化利用者補助金２４２万円も関連して

きますので、併せて積算の内容について御

説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁申

し上げます。 

 まず、緑の苑多床室個室化運営費補助金

２３５万２,０００円は、令和４年４月か

ら、現在の多床室２０床を個室化すること

によりまして事業者に収入喪失が発生する

と思われるため、令和４年４月１日現在、

改修前の多床室に入所している２０名を上

限として、事業者の収入喪失分の２分の１

を補助するものでございます。 

 積算の内訳でございます。 

 個室のユニットと多床室の運営収入の差

額を補助するもので、予算額２３５万２,０

００円、事業者収入喪失の１人当たりの平

均が１万９,５９３円でございますので、２

０床掛ける１２か月の２分の１で２３５万

１,１６０円を補助するものです。 

 続きまして、緑の苑多床室個室化利用者

補助金２４２万円でございます。 

 こちらも同様に、令和４年４月からの個

室化によりまして、多床室のときから利用

している方につきましては、利用者負担額

及び室料の負担額が多床室から個室という

ことで増額になります。こちらも、令和４

年４月１日現在、多床室に入居している２

０名を対象に、本人の負担額の増額分を全

額補助するものでございます。 

 積算内訳でございます。 

 個室のユニットと多床室の利用者負担額

の室料の差額を補助するもので、予算額は

２４２万円でございます。１人当たりの平

均の増額分は１万８３円の増となってお

り、こちらも、２０床を上限に、１２か月

を掛けた２４１万９,９２０円を補助するも

のでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 両方の補助金の

内容は分かりました。 

 当然だと思うのですが、現在、多床室に

入所している方が個室化になって、その方

が退所したときは、この補助金は今後発生

しないという理解でよろしいですか。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁申

し上げます。 

 上杉議員がおっしゃるとおり、この方が

転居、退所、退去された場合につきまして

は対象外と考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 同じく１１５ペー

ジになります。 

 小規模多機能型居宅介護施設等整備事業

９,４２９万３,０００円の具体的な内容に

ついてお示しください。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） ただいま

の小規模多機能施設の具体的な内容でござ

いますが、こちらは令和５年４月に開設予

定の小規模多機能型居宅介護施設の整備に

かかる事業費でございます。 

 まず、北海道からの間接補助としまし

て、施設の整備にかかる部分でございます

が、４,７２９万３,０００円、もう一つが

事業所に対する資金の貸付金として４,７０

０万円、合計で９,４２９万３,０００円と

なっております。 
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 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） こちらは、新設で

施設工事を行うということだと思うのです

が、こちらの入札等をどのように行うの

か、その辺りを教えてください。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） ただいま

の御質問でございますが、入札につきまし

ては、一応、美幌町の基準に基づいて町内

事業者も入れた中で、北見の業者が何社か

入るかと思うのですが、美幌町も含めた形

での事業所による入札を想定しておりま

す。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番古舘繁夫さ

ん。 

○１０番（古舘繁夫君） 今、木村議員が

尋ねた項目であります。 

 伺えば、土地を購入して建ててくれると

いうか、大変いろいろな方々が期待をして

いる施設でもあります。 

 資料を見ると、教職員住宅の敷地内と書

いてあるのですが、今建っている教職員住

宅には先生方があまり入居されていない状

況で、あそこは、北側が玄関で、物置のよ

うな自転車小屋があって、縁石があったと

思うのですけれども、売ることによって先

生方の車を止められなくならないかという

ことを危惧しています。 

 まずは、そこをどれぐらい、どんなふう

にするのかというお話を聞かせてくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） ただいま

の土地の取得でございますが、事業所と現

地を確認しまして、今の想定では、これか

ら雪が解けてから測量、分筆の作業に入る

のですけれども、これが着工まで間に合え

ば、この後、定例会等々で予算を議案とし

て提出させていただきまして取得という形

になるのですが、もし測量、分筆等に期間

がかかった場合につきましては、事業所か

ら、まず土地を有償で借地したいという御

意見をいただいております。 

 なお、先ほど言われました教職員住宅の

北側に、駐車場と車を何台か止めるところ

がございますが、そこから約５メートルか

ら１０メートルぐらいの空き地のところに

分筆することを考えておりますので、車の

出入りについては問題ないかと思っており

ます。 

 以上であります。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） １０番古舘繁夫さ

ん。 

○１０番（古舘繁夫君） 私も正しく記憶

にないのですけれども、北側に物置とか自

転車を置くような施設がずっと続いてい

て、今の課長の話では、数メートル離して

譲渡しようとしているのですが、教職員住

宅の敷地と書いてあるのです。もともとあ

の土地は全て町の土地ではなかったかと思

うのですけれども、分筆するということに

ついての負担というのは行政側にあるの

か、それとも、この施設を運営している側

の負担になるのか。所有は間違いなく町の

ものだと思うのですが、ああいうのは、地

べたが町で、教員住宅の場合に、上は共済

組合の所有物といったことになっていると

思うのだけれども、あの辺は違ったのか、

教えてください。一筆になっているかどう

かということも教えてください。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 現在の土

地、建物につきましては、北海道から移譲

を受けた建物、土地になっておりまして、

町有地という形になっております。 

 こちらの土地は、分筆する前は、当然、

ちょうどふるさと祭りで駐車場を使ってい

る部分だと思うのですが、そこの部分一面

が一筆になっております。 

 分筆の負担については、今までもそうな
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のですけれども、当然、取得される事業所

の側が分筆、測量の費用を負担するという

ことで考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番古舘繁夫さ

ん。 

○１０番（古舘繁夫君） 分かりました。 

 話は二つです。 

 売買の価格というのは、近傍に対する影

響も大変大きいものがございます。あれだ

けの面積の売買というのは、町の中では売

買事例も少ないと思うのですが、今、この

場所で幾らで売るのだということを言って

くれるかどうか分からないけれども、売買

事例はこれからもあると思うので、その辺

はぜひぜひ慎重にしていただきたいと思い

ます。 

 また、今、事業者が分筆についての負担

をするとおっしゃったのだけれども、一般

的には、土地を売る人が測量して石を入れ

ると私は記憶しているのですが、うまいこ

とやりましたね。その流れを教えてくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 現在想定

している価格はあくまでも現在の想定額と

いいますか、こちらは市街地で、路線価は

引いておりますので、路線単価でいくと評

価額が１平米当たり９,７１１円でございま

す。こちらに取得する面積を掛けた部分が

売買価格になるのではないかと思っており

ます。参考までに、坪に置き換えますと、

１坪３万２,０４６円でございます。 

 それから、事業者側の負担については、

契約のところと当初から相談させていただ

きまして、今までの前例も鑑みながら、美

幌町の土地を取得したいという意向を聞い

て、それであれば、原則、かかる費用は事

業者で負担していただきたいということで

現在に至っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 同じ箇所の質疑に

なります。 

 まず、１点だけ教えていただきたいの

は、先ほど、課長が、ふるさと祭りの会場

になるということで、当然、私もそう認識

しておりますけれども、ふるさと祭りの会

場になっている通りに接して、今度、この

施設が建つわけですが、入所者への配慮は

今後どうするのかということと、この事業

者に対して、ふるさと祭りをこの時期にや

りますという周知はしているのか、騒音な

どの問題もあるということを認識されてい

るのかどうかだけお答えください。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 こちらの町有地は、早い段階から事業者

と協議をしておりまして、当然、秋にはふ

るさと祭りが東側のところを埋め尽くしま

すと。ただ、事業者からは、逆に高齢者の

方にとってそういうにぎわいがあるのは非

常にありがたいことだと言われておりまし

て、神社も近いですし、警察も近いです

し、国道から１本入っているということ

で、事業者の方はこの土地を非常に気に入

っております。ふるさと祭りで閉鎖された

側の反対側にもう一つ路側帯が落ちていま

して、そこから出入りしますし、十分楽し

みにしていて、この土地を気に入っていた

だいていますので、今後、進めてまいりた

いと思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 もはや４時近くになりましたが、あらか

じめ会議時間の延長をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 
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――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（大原 昇君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 議案第１６号から 

      議案第２９号まで 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 同じく１１５ペー

ジの同じ場所ですけれども、運営計画の詳

細について、お知らせをお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 施設工事費の概要及び運営計画の詳細で

ございます。 

 先ほど御答弁させていただきましたよう

に、建設予定地は教職員住宅でございます

が、西１条南２丁目８番地でございます。

着工の予定日が令和４年７月、開設の予定

日が令和５年４月でございます。 

 延床面積は２６８.６９平米、１階平屋建

てになります。 

 建物の新築の工事費につきましては１億

３,０００万円を予定しております。 

 利用定員でございます。１点漏れていて

申し訳ないのですが、登録定員が２９名、

通所の定員が１５名、宿泊の定員が７名と

なっております。 

 最後に、運営計画の詳細でございます。 

 高齢者の通所を中心としながら、訪問や

宿泊を組み合わせた日常生活に切れ目のな

いサービスを提供できる小規模多機能型居

宅介護施設を令和５年４月から開設し、高

齢者の心身の状態や生活環境に即したサー

ビスの提供を目指すものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ４番髙橋秀明さ

ん。 

○４番（髙橋秀明君） 分かりました。 

 一つだけです。 

 今回、北見からということで、町外から

の誘致みたいな形になって、町有地に建て

てもらうということですけれども、現在、

介護利用者と施設数が合っているのかどう

かということと、今回のように、町有地利

用のこういう施設の今後の誘致、年間の空

き家、空き地の有効利用でもいいのですけ

れども、そういう計画は持っているのかど

うか、教えてください。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

 現在の高齢者保健福祉計画・第８期介護

保険事業計画が令和５年までとなっており

ます。こちらの中では、小規模多機能施設

のみ１施設と想定しておりますが、総合計

画では、さきの一般質問でも御答弁させて

いただきましたように、今後、必要であれ

ば、サ高住や軽費老人ホーム等々は必要に

なってくると思っております。 

 町内の施設の待機者がまだまだいるとい

う状況を鑑みたときに、施設がいいのか、

居宅がいいのか、そこら辺を次の計画でし

っかり検討しながら考えてまいりたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） １１７ページの

福祉ハイヤー利用料助成９４８万５,０００

円です。 

 令和２年度、令和３年度の福祉ハイヤー

利用料助成のうち、介護タクシー利用者の

件数をお知らせいただきたい。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（片平英樹君） こちらの

助成ですけれども、身体障害者手帳などを

お持ちの方が町内でハイヤーを利用する際

の基本料金を助成するものでありまして、

事前にハイヤーチケットをお配りし、御利



－ 296 － 

用いただいております。 

 それぞれ対象要件におきまして、福祉チ

ケット、透析チケット、リハビリチケット

の３種類があります。 

 このうち、御質問のありました介護タク

シーは、車椅子に乗ったまま乗り降り可能

なワゴン車タイプのタクシーになりますけ

れども、こちらの利用状況につきまして

は、令和２年度は、全体使用枚数１万３,３

３４枚のうち、介護タクシー利用分は１,８

８１枚、利用率は１４％となっておりま

す。令和３年度は、２月までの使用状況に

なりますが、全体使用枚数が１万７０５枚

のうち、介護タクシー分が１,８３５枚で、

利用率は１７％、令和３年度分につきまし

ては、３月分が加わっておりませんけれど

も、見込みとしては、全体使用枚数は令和

２年度と比較すると減少になると思います

が、介護タクシーについては例年並みの利

用件数になると見込んでおりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 老老介護とか、

弱者同士の暮らしに対して、介護タクシー

というのは本当に助かると考えています

し、町内に２社ぐらいあるけれども、かな

り利用されているのではないかと思ってい

ます。 

 また、ハイヤーチケットの使い方は、月

４枚となっていると思うのですけれども、

例えば、今、病院でも２か月に１回という

薬の出し方をしますから、病院へ行く月が

あったり行かない月があったりするので、

上限の制限はあっても、利用者の使い勝手

のいいようにしてあげるという考えはない

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（片平英樹君） 利用者の

制限というものは特に設けていなくて、通

院ですとか、お買物ですとか、いろいろな

ことに使っていただきたいということで配

付しております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） では、１年間、

自由に使えるふうになっているのでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（片平英樹君） １か月４

枚というのが目安でお配りしていますの

で、１か月に４枚使わなければいけないと

いうことではなくて、自由に、先ほどお話

したように２か月に１回という利用をされ

ている方もいらっしゃると思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） １１７ページの

心身障害者等交通費助成１２１万３,０００

円の令和２年度、３年度の利用状況と、介

護タクシーの利用がありましたら、その利

用状況をお知らせいただきたいと思いま

す。町の補助を受けて介護タクシーを利用

している状況がありましたら、知りたいと

いうことです。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（片平英樹君） こちらの

助成につきましては、町内を除く道内の医

療機関などへの通院、通所の際の交通費の

一部を助成する制度ですが、まず、ご質問

がありました利用状況ですけれども、次の

１２ページに令和２年度と令和３年度の２

月末の利用状況を記載しております。 

 記載のとおり、多くは自家用車による移

動でありまして、行き先は、遠くは、札幌

市、恵庭市などとなっており、ほとんどの

方が通院で使われている感じになっており

ます。 

 なお、介護タクシーにつきましては、こ

の助成制度では対象外として扱っておりま

すので、町の補助を受けての利用実績につ

いてはありません。 
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 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 利用状況を見ま

したけれども、例えば、バスで利用すると

きにバス停まで行くとか、駅まで行くと

か、そういうときには、福祉ハイヤーチケ

ットを持っている方はそれを使ってもいい

ということですか。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（片平英樹君） おっしゃ

るとおり、二つを掛け合わせて使ってもら

えれば、助成というか、利用負担が減ると

思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） １１７ページの

同じく障害福祉費の地域生活支援事業業務

委託料４,９７０万９,０００円について、

今回拡充する医療的ケア支援の業務内容に

ついて御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（片平英樹君） 地域生活

支援事業につきましては、障がいのある方

が自立した日常生活や社会生活を送れるよ

うに、市町村が実施主体となりまして、地

域の特性や利用者の状況に応じて柔軟にサ

ービス支援を実施するものであります。 

 御質問の拡充する医療的ケア支援の内容

について、こちらは予算額８１万４,０００

円ですけれども、まず、対象となる方は、

町内にお住まいで医療的ケアが必要となる

在宅の重度障がいのある方でありまして、

記載と説明が前後しますけれども、まず、

④の医療的ケアの内容について御説明しま

す。 

 重度の障がいによりまして、日常生活に

必要な食事や排尿などが自力で困難な場合

に、看護師や家族が医師の診断の下に医療

的生活援助を行うものでありまして、主な

ものとしましては、気道にたまるたんを取

り除く吸引ですけれども、水分補給、胃ろ

う管理など、口から栄養摂取が困難な場合

に胃に直接チューブを挿入して栄養を送り

込むものなどとなっております。 

 今回の事業の内容ですけれども、こうい

った方が自宅以外の活動場所、③の対象施

設になりますが、こちらで活動する際に看

護師を派遣して、その場所で医療的ケアを

行うものです。これまでは対象者がいなか

ったのですけれども、来年度、１名の対象

見込みがありますので、予算化しまして、

必要な社会活動への参加を確保していこう

とするものです。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 中身は承知いた

しました。 

 来年度に１名出てくるということで、こ

の８１万４,０００円というのは、複数名の

障がい者がいたときに対応できるような予

算措置ということで理解していいのでしょ

うか。それとも１名だけの分なのか、その

辺を御説明ください。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（片平英樹君） こちらは

１名分の予算となりまして、御要望があり

ましたら、随時、補正などで対応させてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、１項社会

福祉費を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議はこれで延会いたしたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま
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す。 

 したがって、本日はこれで延会すること

に決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎延会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。 

       午後 ４時１０分 延会   
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